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『桑実寺縁起絵巻』と慶寿院の結婚をめぐって（上）

　
　
　

�［
要
旨
］『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
に
あ
る
古
刹
桑
実
寺
の

由
緒
を
描
い
た
絵
巻
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
は
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
正
月
に
、
十
二
代

将
軍
足
利
義
晴
の
発
願
よ
り
制
作
さ
れ
、
同
年
八
月
十
七
日
に
桑
実
寺
に
奉
納
さ
れ
た
。

　
　
　

�　

絵
巻
制
作
当
時
、
堺
に
は
足
利
義
維
、
細
川
晴
元
、
三
好
元
長
の
い
わ
ゆ
る
「
堺
幕
府
」

が
あ
り
、
義
晴
は
近
江
守
護
六
角
定
頼
の
庇
護
の
許
、
観
音
寺
城
に
隣
接
し
た
桑
実
寺
に

寄
寓
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
は
、
桑
実
寺
に
天
皇
が
行
幸
し
て
く
る
絵
巻

を
制
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
桑
実
寺
を
疑
似
都
化
し
、
義
晴
が
正
当
な
地
位
に
い
る
と

主
張
す
る
こ
と
が
、
絵
巻
制
作
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
の
研
究
で
は
、
細
川

晴
元
と
足
利
義
晴
・
六
角
定
頼
は
連
携
し
て
お
り
、
む
し
ろ
細
川
晴
元
と
足
利
義
維
・
三

好
元
長
は
分
裂
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
絵
巻
の
主
題
を
改
め
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

�　

絵
巻
上
巻
は
、
全
て
伏
線
で
あ
り
、
桑
実
寺
と
は
無
関
係
の
七
光
寺
建
立
譚
で
あ
る
。

下
巻
は
、
上
巻
の
最
後
か
ら
前
へ
話
が
逆
転
し
て
戻
っ
て
い
く
と
い
う
、
異
例
の
構
成
で

あ
る
。
下
巻
で
は
上
巻
で
父
天
智
天
皇
に
心
配
を
か
け
た
第
四
姫
阿
閇
皇
女
が
元
明
天
皇

と
な
っ
て
、
自
ら
桑
実
寺
に
行
幸
し
て
く
る
と
、
日
光
・
月
光
菩
薩
、
十
二
神
将
が
飛
来
し
、

桑
実
寺
が
完
全
な
形
に
な
り
話
が
終
わ
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
都
の
高
貴
な
乙
姫
が
成
長
し

自
ら
の
意
思
で
後
か
ら
桑
実
寺
に
来
る
と
、
桑
実
寺
に
日
光
・
月
光
が
揃
う
と
い
う
点
が

主
題
で
あ
る
。

　
　
　

�　

ま
た
、
天
智
天
皇
は
寺
建
立
の
指
示
を
す
る
が
、
そ
の
後
は
全
く
登
場
し
な
い
黒
幕
で

あ
る
。
天
智
天
皇
に
指
示
さ
れ
た
定
恵
が
実
行
者
で
あ
る
。
絵
巻
奉
納
の
一
年
九
ヶ
月
後
、

小
　
谷
　
量
　
子

　『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
と
慶
寿
院
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）　

桑
実
寺
に
近
衛
尚
通
五
女
慶
寿
院
が
嫁
い
で
来
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
慶
寿
院
の
結
婚
と
関

係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
・
足
利
義
晴
・
慶
寿
院
・
細
川
晴
元
・
天
皇

　
　
　

は
じ
め
に

　
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』（
重
要
文
化
財
）
は
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
繖
山
に

あ
る
天
台
宗
の
古
刹
桑
実
寺
の
由
緒
を
描
い
た
絵
巻
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
は
享
禄
五

年
（
天
文
元
年
・
一
五
三
二
）
正
月
に
、
十
二
代
将
軍
足
利
義
晴
の
発
願
に
よ
り
制

作
さ
れ
、
同
年
八
月
十
七
日
に
桑
実
寺
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
、
奥
書
及
び
『
実
隆

公
記
』
か
ら
明
ら
か
で
、
制
作
過
程
が
詳
細
に
判
明
す
る
絵
巻
で
あ
る
。『
桑
実
寺

縁
起
絵
巻
』
は
現
在
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に

制
作
さ
れ
た
副
本
が
桑
実
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
青
蓮
院
が
文
明

十
五
年
（
一
四
八
三
）
に
制
作
し
た
「
塔
婆
供
養
文
」
の
内
、
桑
実
寺
縁
起
部
分
を
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テ
キ
ス
ト
と
し
、
三
条
西
実
隆
が
詞
書
を
創
作
し
た
。
絵
師
は
土
佐
光
茂
で
あ
る
。

　

絵
巻
制
作
当
時
、
義
晴
は
京
都
の
戦
乱
を
避
け
、
近
江
守
護
六
角
定
頼
の
庇
護
の

許
、
観
音
寺
城
に
隣
接
し
た
桑
実
寺
に
寄
寓
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
桑
実
寺
滞
在
中

の
天
文
三
年
、
近
衛
尚
通
五
女
慶
寿
院
（
実
名
不
詳
の
た
め
出
家
後
の
名
前
で
統
一

表
記
）
が
桑
実
寺
に
い
る
義
晴
の
許
に
嫁
い
だ
。

　

摂
関
家
か
ら
将
軍
に
嫁
ぐ
こ
と
は
先
例
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
摂
関
家
の
女
性

が
近
江
の
一
寺
院
ま
で
嫁
い
で
い
っ
た
こ
と
も
異
例
で
あ
る
。
室
町
期
の
将
軍
御
台

は
名
家
の
日
野
家
か
ら
出
る
の
が
慣
例
で
あ
り
、
天
皇
家
も
中
宮
・
皇
后
は
立
て
ら

れ
ず
女
房
衆
が
妻
妾
を
兼
ね
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
摂
関
家
・
天
皇
家
の
女
性
は
、

身
分
に
見
合
う
結
婚
相
手
が
な
く
、
比
丘
尼
御
所
入
室
が
慣
例
で
あ
る
。
ま
た
、
結

婚
三
週
間
後
に
義
晴
は
上
洛
の
た
め
桑
実
寺
を
出
て
坂
本
に
移
り
、
三
ヵ
月
後
に
入

京
す
る
。
桑
実
寺
ま
で
行
か
ず
と
も
、
入
京
し
て
か
ら
結
婚
す
れ
ば
よ
い
と
思
わ
れ

る（
（
（

。
な
ぜ
将
軍
家
と
摂
関
家
の
前
例
の
な
い
結
婚
が
行
わ
れ
た
の
か
、
な
ぜ
近
江
の

桑
実
寺
ま
で
慶
寿
院
が
嫁
い
で
行
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
と
経
緯
は
慶
寿
院
の
父
近

衛
尚
通
の
日
記
に
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

こ
の
結
婚
後
の
義
晴
・
義
輝
政
権
期
に
お
い
て
、
近
衛
一
族
が
守
護
間
の
和
平
調

停
役
を
務
め
る
な
ど
、
幕
府
政
治
上
大
き
な
発
言
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

将
軍
の
京
都
没
落
に
は
、
近
衛
一
族
も
、
将
軍
と
共
に
京
都
を
退
去
し
、
将
軍
家
と

近
衛
家
は
外
戚
と
い
う
以
上
に
一
体
化
し
、「
足
利
―
近
衛
体
制
」
と
さ
え
言
わ
れ

る（
（
（

。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
と
慶
寿
院
結
婚
と
の
関
連
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
幕
府
政
治
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
の
結
婚
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
実
現
し
た
の
か
明
ら
か

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
先
行
研
究
を
概
観
し
て
お
こ
う
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
『
続
日
本
絵

巻
大
成
十
三
』『
続
日
本
の
絵
巻
二
十
四
』（
共
に
中
央
公
論
社
刊
）
に
カ
ラ
ー
写
真

が
所
収
さ
れ
、
島
谷
弘
幸
氏
・
吉
田
友
之
氏
・
小
松
茂
美
氏
の
解
説
に
詳
し
い
。
本

稿
で
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
図
版
を
載
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ

ち
ら
を
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

吉
田
友
之
氏
は
『
実
隆
公
記
』
に
記
さ
れ
た
制
作
経
緯
を
紹
介
し
、
義
晴
が
畿
内

諸
勢
力
調
伏
を
祈
願
し
絵
巻
を
制
作
し
た
と
し
て
い
る（

（
（

。
榊
原
悟
氏
は
、
詞
書
の
書

体
を
分
析
し
、
執
筆
者
の
分
担
箇
所
を
検
討
し
た（

（
（

。
島
谷
弘
幸
氏
は
『
桑
実
寺
縁
起

絵
巻
』
と
三
條
西
実
隆
の
関
係
を
主
に
書
流
か
ら
検
討
し
た（

（
（

。
鈴
木
景
二
氏
は
、
薬

師
寺
領
豊
浦
庄
と
桑
実
寺
の
関
係
、「
桑
実
寺
縁
起
」
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し

た（
（
（

。
松
木
裕
美
氏
は
、「
桑
実
寺
縁
起
」
と
古
代
薬
師
・
観
音
信
仰
の
関
係
を
論
じ

た（
（
（

。
高
岸
輝
氏
は
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
亡
命
政
権
（
義
晴
政
権
）
が
臨
時
首

都
を
聖
地
化
す
る
意
図
が
基
調
を
な
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
絵
巻
の
奉
納
日
は

実
隆
の
伯
父
甘
露
寺
親
長
の
命
日
で
あ
り
、
親
長
三
十
三
回
忌
供
養
を
実
隆
が
こ
の

絵
巻
に
忍
ば
せ
た
と
す
る（

（
（

。

　

絵
巻
の
描
写
・
主
題
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
の
が
、
亀
井
若
菜
氏
で
あ
る（

（
（

。

亀
井
氏
は
、
下
巻
第
一
段
が
桑
実
寺
周
辺
の
実
景
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
義
晴
が
桑
実
寺
で
天
皇
と
共
に
会
し
、
正
統
的
立
場
に
い

る
と
い
う
主
張
が
絵
巻
の
主
題
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
桑
実
寺
を
疑
似
都
化

し
て
描
い
た
と
す
る（

（1
（

。
こ
の
見
解
が
、
現
在
の
通
説
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
亀
井
氏
は
解
釈
の
前
提
と
し
て
、
今
谷
明
氏
の
細
川
氏
研
究
を
挙
げ
て

い
る
が
、
今
谷
氏
の
所
謂
「
京
兆
専
制
論
」
は
、
多
く
の
否
定
的
見
解
が
出
さ
れ
て

お
り（

（1
（

、現
在
は
今
谷
説
を
前
提
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
る
。ま
た
、

亀
井
氏
が
解
釈
の
前
提
と
し
て
挙
げ
た
脇
田
晴
子
氏
・
今
谷
明
氏
の
「
戦
国
期
天
皇

権
威
浮
上
論
」
も
歴
史
学
界
に
お
い
て
は
当
初
か
ら
批
判
が
出
さ
れ
て
お
り
、
現
在

は
否
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う（

（1
（

。
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さ
ら
に
は
、『
後
愚
昧
記
』
に
よ
れ
ば
、
足
利
義
満
は
「
京
都
地
事
、
公
家
御
計

也（
（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
室
町
期
に
お
い
て
も
京
都
は
平
安
京
で
あ
り
、
天
皇
家
の
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
桑
実
寺
に
天
皇
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
桑
実
寺

を
「
疑
似
都
化
」＝
「
疑
似
平
安
京
化
」す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。現
代
的
な
「
首

都
」
と
、
当
時
の
「
都
」
に
対
す
る
認
識
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
坂
本

の
義
晴
を
三
条
実
香
が
訪
ね
た
際
、
滞
在
す
る
金
宝
寺
を
「
陣
」
と
し
て
い
る（

（1
（

。
桑

実
寺
も
「
陣
」
で
あ
り
、
義
晴
に
と
っ
て
桑
実
寺
は
あ
く
ま
で
一
時
動
座
し
て
い
る

場
所
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
そ
う
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
節
で
、
前
提
と
な
る
義
晴
桑
実
寺
滞
在
の
原
因
及
び
、

畿
内
政
治
状
況
を
確
認
す
る
。第
二
節
で
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』の
内
容
を
検
討
し
、

第
三
節
で
絵
巻
主
題
を
検
討
し
、
制
作
目
的
に
つ
い
て
仮
設
を
提
示
し
た
い
。

　

な
お
、
以
下
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
先
行
研
究
の
見
解
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、

亀
井
若
菜
氏
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
に
つ
い
て
」（『
表
象
と
し
て
の
美
術
、
言
説
と
し

て
の
美
術
史
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
。

　
　
　
　

第
一
節　
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
時
の
政
治
状
況

　

将
軍
義
晴
が
桑
実
寺
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
原
因
と
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』

制
作
依
頼
時
の
政
治
状
況
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
だ
ろ
う
。
事
の
発
端

は
、
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）、
細
川
高
国
が
家
臣
の
香
西
元
盛
を
殺
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。
原
因
は
細
川
尹
賢
が
高
国
に
讒
言
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

元
盛
の
兄
弟
で
あ
る
波
多
野
稙
通
と
柳
本
賢
治
が
高
国
に
叛
旗
を
翻
し
た
。

　

す
る
と
、
細
川
晴
賢
、
細
川
元
常
、
三
好
政
長
等
が
四
国
か
ら
堺
に
渡
海
し
、
柳

本
等
と
合
流
し
た
。
そ
し
て
、
大
永
七
年
二
月
十
三
日
川
勝
寺
の
戦
い
で
、
高
国
、

若
狭
武
田
元
光
連
合
軍
を
破
っ
た
。
三
月
、
細
川
晴
元
、
義
晴
の
異
母
兄
弟
で
細
川

讃
州
家
で
養
育
さ
れ
て
い
た
義
維
も
、
三
好
宗
家
の
当
主
三
好
元
長
と
共
に
堺
に
上

陸
し
た（

（1
（

。

　

六
月
、
義
維
は
朝
廷
に
太
刀
・
馬
を
献
上
し
任
官
を
願
い
出
た
が
叶
わ
ず
、
七
月

再
び
任
官
・
敍
爵
を
申
し
入
れ
、
義
維
と
名
乗
り
従
五
位
左
馬
頭
に
任
じ
ら
れ
た（

（1
（

。

十
月
に
義
晴
・
六
角
定
頼
・
朝
倉
教
景
・
薬
師
寺
国
長
・
細
川
尹
賢
・
武
田
元
光
な

ど
が
入
京
し（

（1
（

、
十
一
月
に
柳
本
・
波
多
野
・
三
好
元
長
等
が
入
洛
し
、
東
寺
近
辺
で

戦
い
が
あ
っ
た
。

　

翌
大
永
八
年
（
享
禄
元
年
）
一
月
十
七
日
、
三
好
元
長
と
義
晴
・
高
国
は
和
睦
し

た
。
し
か
し
、
柳
本
は
こ
れ
に
反
発
し
、
三
好
政
長
等
と
共
に
京
か
ら
退
去
し
た
。

二
月
九
日
、
三
好
元
長
は
堺
へ
下
り
、
晴
元
上
洛
を
願
い
出
た
が
、
不
調
に
終
わ
っ

た（
（1
（

。
四
月
二
日
に
開
陣
と
な
り
、
義
晴
は
相
国
寺
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
晴
元
と
の

和
睦
が
不
調
だ
っ
た
た
め
、
高
国
に
従
っ
て
い
た
摂
津
国
衆
が
下
国
し
、
五
月
十
四

日
、
孤
立
し
た
高
国
・
尹
賢
は
近
江
に
下
っ
た
。
し
か
し
、
晴
元
は
義
晴
に
対
し
て

は
崇
敬
を
約
し
て
い
た
。
晴
元
は
近
日
義
晴
に
礼
賛
す
る
こ
と
を
約
し
た
が
、
堺
に

義
維
が
い
る
以
上
晴
元
の
真
意
は
測
り
が
た
い
と
し
、
二
十
八
日
義
晴
も
六
角
定
頼

と
共
に
近
江
に
退
去
し
た（

（2
（

。

　

七
月
、
三
好
元
長
が
下
山
城
守
護
代
に
任
じ
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
高
国
・
義
晴

が
去
っ
た
後
、
京
都
に
復
帰
し
て
い
た
柳
本
は
、
髻
を
切
り
晴
元
に
抗
議
し
て
京
都

を
去
る（

（2
（

。
義
晴
は
改
元
を
申
し
入
れ
、
八
月
二
十
日
享
禄
と
改
元
さ
れ
た
。
二
十
八

日
に
は
義
晴
上
洛
の
噂
が
京
に
流
れ
た
が
、
義
維
と
の
間
に
調
停
が
成
立
せ
ず
、
義

晴
は
朽
木
へ
移
っ
た
。
京
都
は
為
政
者
不
在
・
治
安
維
持
組
織
不
在
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

そ
の
後
の
動
き
を
馬
部
隆
弘
氏
の
研
究
に
従
っ
て
み
て
い
こ
う
。
翌
享
禄
二
年

（
一
五
二
九
）、
柳
本
は
晴
元
・
伊
勢
貞
忠
と
義
晴
擁
立
の
話
を
ま
と
め
上
洛
す
る
。

そ
の
た
め
、
柳
本
と
対
立
し
て
い
た
三
好
元
長
は
四
国
へ
下
国
し
た（

（2
（

。
晴
元
は
、
享

禄
二
年
三
月
に
、
政
所
執
事
伊
勢
貞
忠
の
意
を
受
け
、
将
軍
御
料
所
桐
野
河
内
が
干

損
の
た
め
、
洛
中
の
米
屋
に
供
御
米
を
出
す
よ
う
命
じ
た
細
川
家
奉
行
人
奉
書
を
出
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し
て
い
る（
（2
（

。
ま
た
、
享
禄
二
年
十
月
に
、
近
衛
尚
通
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

　
　

�
十
九
日　

西
院
庄
・
下
桂
庄
・
五
个
庄
等
付
折
紙
処
、
得
其
心
之
由
申
間
、
大

慶
此
事
也
、
従
朽（

義
晴
）木
大
樹
被
仰
付
、
六（
細
川
晴
元
）郎申
付
出
折
紙
、
柳
本
・
松
井
両
人

書
出
也（

（2
（

、

近
衛
家
領
西
院
庄
・
下
桂
庄
・
五
个
庄
安
堵
に
つ
い
て
、
義
晴
か
ら
晴
元
に
命
じ
て
、

柳
本
・
松
井
の
折
紙
が
出
た
。
な
お
、
松
井
宗
信
は
、
永
正
の
政
変
の
際
、
澄
元
に

従
い
淡
路
に
逃
れ
た
細
川
政
賢
流
典
厩
家
の
被
官
で
、
こ
の
時
期
は
柳
本
賢
治
と
共

に
連
署
状
を
出
し
て
い
る（

（2
（

。

　

さ
ら
に
、
こ
の
連
携
に
は
六
角
定
頼
が
協
力
し
て
お
り
、
六
角
定
頼
か
ら
朽
木
稙

綱
宛
て
に
、
①
将
軍
御
料
所
、
奉
公
衆
の
知
行
地
確
保
を
晴
元
が
厳
重
に
命
じ
た
こ

と
、②
高
国
が
朽
木
に
入
る
こ
と
は
禁
じ
て
い
る
こ
と
、③
義
晴
上
洛
は
遠
く
な
く
、

義
晴
が
入
洛
し
平
静
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
定
頼
も
朽
木
稙
綱
も
面
目
を
失
う
こ
と
を

知
ら
せ
た
書
状
が
出
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
六
角
定
頼
が
、
義
晴
と
晴
元
と
の
和
解
を
仲
介
し
、
享
禄
二
年
六

月
末
に
は
、
義
晴
上
洛
が
間
も
な
い
段
階
ま
で
話
が
進
ん
で
い
た
。
既
に
大
永
七
年

二
月
に
六
角
定
頼
の
女
と
晴
元
の
縁
組
が
定
ま
っ
た
と
和
泉
上
守
護
代
松
浦
守
が
高

野
山
に
報
じ
て
い
る（

（2
（

。
川
勝
寺
の
戦
い
の
頃
か
ら
、
す
で
に
六
角
と
晴
元
の
協
力
関

係
が
結
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
馬
部
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
義
晴

と
晴
元
・
柳
本
は
連
携
し
て
い
た
と
見
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
享
禄
三
年

六
月
刺
客
に
よ
っ
て
柳
本
賢
治
は
殺
さ
れ
、
義
晴
上
洛
の
話
は
潰
え
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
ま
で
の
動
き
を
ま
と
め
る
と
、
大
永
八
年
以
来
、
晴
元
は
一
貫
し
て
、
義
晴

崇
敬
を
約
し
て
お
り
、
義
維
将
軍
擁
立
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

晴
元
・
三
好
・
柳
本
・
松
井
は
親
兄
弟
や
主
君
を
高
国
に
殺
さ
れ
、
高
国
に
家
督
を

奪
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
遺
恨
が
戦
い
の
原
因
で
あ
り
、
抑
々
義
維
を
将
軍
に
す
る
た

め
の
戦
い
で
は
な
い
。
こ
の
間
最
大
の
被
害
者
だ
っ
た
の
は
、
京
都
在
住
者
で
あ
ろ

う
。京
都
は
為
政
者
不
在
で
、度
々
戦
場
に
な
り
入
れ
替
わ
り
他
国
軍
が
駐
留
し
た
。

近
衛
尚
通
は
享
禄
元
年
か
ら
義
晴
・
柳
本
・
晴
元
と
連
絡
を
と
り
家
領
や
地
子
保
全

に
努
め
て
い
る（

（2
（

。
天
皇
も
義
晴
と
改
元
を
相
談
し
、
伝
奏
を
朽
木
の
義
晴
に
遣
わ
し

て
い
る（

（3
（

。
朝
廷
社
会
も
義
晴
の
京
都
復
帰
を
望
み
、
義
晴
を
正
式
な
将
軍
と
し
て
認

め
て
い
た
。

　

続
け
て
、
享
禄
三
・
四
年
の
動
き
を
見
て
い
こ
う
。
柳
本
が
殺
害
さ
れ
る
と
、
七

月
十
四
日
高
国
勢
の
内
藤
彦
七
が
入
京
し
て
四
国
勢
と
戦
い（

（3
（

、
高
国
は
、
浦
上
村
宗

と
同
盟
を
結
び
、
摂
津
を
攻
略
し
た（

（3
（

。
一
方
、
晴
元
は
阿
波
か
ら
三
好
元
長
を
呼
び

戻
し
、細
川
持
隆
も
堺
に
上
陸
し
た
。赤
松
政
村
の
寝
返
り
に
よ
り
高
国
は
敗
北
し
、

尼
崎
で
捕
え
ら
れ
自
害
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
義
晴
は
長
光
寺
・
桑
実
寺
へ

移
っ
た（

（3
（

。

　

し
か
し
、
八
月
に
な
る
と
、
晴
元
と
持
隆
が
互
い
に
籠
城
す
る
事
態
に
な
っ
た
。

原
因
は
持
隆
が
か
ば
う
三
好
元
長
と
晴
元
側
近
木
澤
長
政
の
不
仲
で
あ
っ
た（

（3
（

。
翌
享

禄
五
年
正
月
、
三
好
一
秀
が
賢
治
の
後
を
継
ぎ
下
京
に
い
た
柳
本
甚
次
郎
を
攻
め
、

二
十
二
日
甚
次
郎
は
討
死
に
し
た
。
二
十
三
日
こ
れ
に
怒
っ
た
晴
元
が
元
長
を
折
檻

し
、
持
隆
の
仲
裁
で
元
長
は
髻
を
切
っ
た（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
高
国
死
後
、
細
川
晴
元
・

三
好
元
長
・
細
川
持
隆
・
柳
本
甚
次
郎
の
四
国
勢
は
分
裂
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

四
国
側
分
裂
の
最
中
、
享
禄
五
年
正
月
二
十
一
日
に
、
桑
実
寺
の
義
晴
か
ら
、
実
隆

に
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
の
依
頼
が
届
い
た
。
使
者
は
義
晴
侍
医
で
、
近
衛
家

に
も
度
々
訪
れ
る
医
者
の
上
池
院
で
、
こ
れ
は
十
七
日
付
の
書
状
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
三
月
に
は
晴
元
と
元
長
の
間
を
取
り
持
っ
て
き
た
持
隆
が
晴
元
と
義
絶

し
、
阿
波
へ
下
国
し
て
し
ま
い
、
六
月
晴
元
の
依
頼
に
よ
っ
て
本
願
寺
が
元
長
を
攻

め
、
三
好
元
長
は
自
害
し
、
十
月
足
利
義
維
も
没
落
し
、
十
一
月
晴
元
と
義
晴
は
和

解
し
た（

（3
（

。
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ま
と
め
る
と
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
の
依
頼
が
届
い
た
の
は
、
高
国
が
敗

死
し
、
四
国
か
ら
呼
び
寄
せ
た
元
長
が
力
を
持
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
四
国
側
が
分

裂
し
た
理
由
は
、
不
仲
と
い
う
以
上
の
は
っ
き
り
し
た
原
因
が
不
明
だ
が
、
細
川
晴

元
・
足
利
義
維
・
三
好
元
長
は
、
目
標
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

晴
元
の
最
重
要
目
標
は
京
兆
家
当
主
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
晴
元
の
敵
は
細
川
高

国
で
あ
り
、
義
晴
で
は
な
か
っ
た
。
晴
元
に
と
っ
て
、
高
国
が
死
ん
だ
以
上
義
晴
と

戦
う
理
由
は
な
く
、
か
つ
、
義
晴
を
廃
し
、
義
維
を
立
て
る
大
義
名
分
も
メ
リ
ッ
ト

も
軍
事
力
も
な
い
。
明
応
の
政
変
に
お
い
て
は
、
日
野
富
子
・
伊
勢
守
な
ど
の
幕
府

内
の
後
楯
・
承
認
が
細
川
政
元
に
あ
っ
た
が
、
晴
元
の
場
合
は
、
そ
う
し
た
後
楯
も

な
か
っ
た
。
義
維
を
立
て
て
も
、
各
方
面
か
ら
の
支
持
が
得
ら
れ
る
見
込
み
が
な
い

の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
義
維
を
将
軍
と
し
て
推
戴
す
る
に
は
、
義
晴
支
持
勢
力

と
の
戦
い
に
勝
ち
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
晴
元
に
そ
れ
だ
け
の
軍
事
力
と
能
力
が

あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
後
に
義
昭
を
推
戴
し
て
入
京
し
た
織
田
信
長
で
さ
え
も
、

畿
内
近
国
を
平
定
す
る
の
に
、
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
い
る
。
ま
だ
十
代

で
、し
か
も
三
好
以
外
に
十
分
な
軍
事
力
を
も
た
な
い
晴
元
が
、義
晴
と
手
を
結
び
、

京
兆
家
当
主
に
な
る
道
を
選
ぶ
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
元
長
の
最
重
要
目
標
は
、
三
好
之
長
の
仇
打
ち
と
、
権
益
拡
大
、
地
位
・

身
分
の
上
昇
で
あ
ろ
う
。
後
に
、
元
長
の
息
子
実
休
は
細
川
持
隆
を
殺
し
、
長
慶
は

晴
元
を
幽
閉
す
る
が
、
三
好
に
と
っ
て
最
終
目
標
は
、
細
川
家
に
代
わ
る
守
護
に
な

る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
、
永
正
十
六
年
、
淡
路
守
護
細
川
尚
春
が
三

好
之
長
に
殺
さ
れ
て
お
り
、
近
国
の
播
磨
守
護
赤
松
義
村
も
守
護
代
浦
上
村
宗
に
殺

さ
れ
て
い
る
。
越
前
で
は
守
護
斯
波
氏
に
代
わ
っ
て
守
護
代
朝
倉
氏
の
越
前
支
配
が

認
め
ら
れ
て
い
た
。
朝
倉
に
守
護
職
を
認
め
た
以
降
は
、
実
質
的
に
そ
の
国
を
支
配

し
て
い
る
者
が
守
護
家
と
は
別
に
、
実
質
的
「
守
護
」
と
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
晴
元
に
と
っ
て
高
国
亡
き
あ
と
最
も
警
戒
す
べ
き
は
、
三
好
元

長
で
あ
ろ
う
。

　

義
維
は
将
軍
に
な
る
こ
と
が
目
標
だ
が
、
晴
元
が
義
晴
側
に
つ
い
て
い
る
以
上
、

三
好
元
長
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
義
維
が
い
る
以
上
晴
元
は
義
晴
か
ら
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
ず
、
元
長
に
と
っ
て
は
そ
こ
に
つ
け
込
む
す
き
が
あ
り
、
義
維
は
利

用
価
値
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
時
の
政
治
状
況
を
検
討
す
る
と
、
前
提

と
な
る
歴
史
状
況
の
、
見
直
し
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
晴
元
は
義
晴
・
六
角
と
結
ん
で

い
た
の
で
あ
り
、
か
つ
、
正
統
性
と
い
う
点
で
は
、
明
ら
か
に
義
晴
が
唯
一
無
二
の

将
軍
で
あ
る
。
抑
々
、
こ
の
争
い
は
、
将
軍
家
・
細
川
京
兆
家
の
家
督
争
い
で
あ
り
、

天
皇
を
家
督
争
い
の
正
統
性
の
根
拠
に
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
ま
し
て
、
絵
に

描
い
た
古
代
の
天
皇
と
共
に
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
正
統
性
を
主
張
し
た
と
い
う
例

は
皆
無
で
あ
る
。
絵
に
描
い
た
天
皇
と
共
に
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
桑
実
寺
が
疑
似

的
都
で
あ
る
と
義
晴
が
主
張
し
、
実
際
に
絵
巻
ま
で
作
ら
せ
た
と
す
れ
ば
、
家
臣
や

都
か
ら
来
た
も
の
に
不
安
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
多
く
の
家
臣
を
率

い
る
将
軍
が
、
現
実
逃
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

第
二
節　
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
内
容
の
検
討

　

絵
巻
の
主
題
を
探
る
に
は
、
先
ず
絵
巻
そ
の
も
の
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
本
節
は
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
上
巻

か
ら
見
て
い
こ
う
。
な
お
、
詞
書
は
現
代
語
に
要
約
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

上
巻
第
一
段

　

詞
書
：
江
州
桑
実
寺
の
起
こ
り
は
、
昔
、
海
上
に
生
え
た
桑
の
巨
木
に
、
三
粒
の

実
を
結
ん
だ
。
一
つ
は
金
烏
、
一
つ
は
白
兎
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
日
光
・
月
光
菩
薩

の
垂
迹
で
あ
る
。
一
つ
は
地
に
落
ち
て
山
と
な
り
、
桑
実
山
に
な
っ
た
。
そ
の
形
は
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天
蓋
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
、
繖
山
と
名
づ
く
。
聖
徳
太
子
は
三
十
三
歳
の
厄
難
を

払
う
た
め
山
の
石
の
上
に
千
手
観
音
を
安
置
し
、
観
音
正
寺
と
名
付
け
た
。
桑
実
寺

は
病
消
滅
の
霊
場
で
眺
望
不
思
議
の
霊
地
で
あ
る
。
本
尊
薬
師
如
来
の
由
来
を
明
ら

か
に
し
よ
う
。

　

絵
：
絵
巻
巻
頭
（
第
四
紙
）
は
、
藍
と
胡
粉
の
霞
が
た
な
び
き
、
海
上
か
ら
生
い

出
た
桑
の
大
樹
が
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
、
白
兎
と
金
烏
が
遊
ぶ
幻
想
的
な
伝

説
場
面
か
ら
始
ま
る
。

　

桑
の
大
樹
か
ら
落
ち
た
三
つ
の
実
の
う
ち
二
つ
が
日
光
・
月
光
菩
薩
の
垂
迹
で
あ

る
金
烏
と
白
兎
と
な
り
、
三
つ
目
の
実
が
桑
実
山
（
繖
山
）
に
な
っ
た
と
桑
実
山
の

由
来
を
語
る
の
だ
が
、
そ
の
後
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
中
で
、
金
烏
と
白
兎
は
全
く

登
場
せ
ず
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
桑
実
山
の
由
来
を
語
る
の
に
は
、「
桑

の
実
が
落
ち
桑
実
山
に
な
っ
た
」
で
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
実
は
、
金
烏
と
白
兎
は

こ
の
絵
巻
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。こ
れ
は
下
巻
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
日
光
・

月
光
菩
薩
の
飛
来
の
伏
線
で
あ
る
。
鑑
賞
者
が
そ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
を
、
こ
の
絵

巻
制
作
者
は
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
白
兎
の
視
線
に
導
か
れ
、
第
五
・
六
紙
に
進
む
と
、
そ
こ
は
二
紙
を
繫
い

で
山
奥
の
寺
の
境
内
に
な
る
。
三
人
の
僧
綱
襟
の
高
僧
、
袴
を
た
く
し
上
げ
た
麓
の

住
民
と
思
わ
れ
る
参
詣
者
三
人
以
外
は
、
全
て
貧
し
い
身
な
り
の
巡
礼
者
で
、
描
か

れ
て
い
る
の
は
男
性
の
み
で
あ
る
。
伝
説
世
界
か
ら
現
実
の
人
間
世
界
へ
と
、
対
照

的
な
世
界
へ
の
画
面
転
換
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
も
鑑
賞
者
は
読
み
解
き
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
を
見

た
鑑
賞
者
は
、
こ
こ
を
桑
実
寺
だ
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
実
際
小
松
茂
美
氏
は
こ
の
場

面
を
桑
実
寺
の
真
景
と
し
た（

（3
（

。し
か
し
、下
巻
の
桑
実
寺
が
描
か
れ
る
場
面
に
至
り
、

鑑
賞
者
は
上
巻
巻
頭
の
寺
と
よ
く
似
た
建
物
が
並
ぶ
が
、
伽
藍
配
置
も
、
伽
藍
の
細

部
も
、
境
内
の
地
形
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
鑑
賞
者
は
下
巻
の
桑
実
寺

と
上
巻
巻
頭
の
寺
を
見
比
べ
る
こ
と
に
な
る
。

　

実
は
、
こ
の
寺
は
観
音
正
寺
で
あ
り（

（3
（

、
桑
実
寺
で
は
な
い
。
桑
実
寺
の
縁
起
を
語

る
絵
巻
巻
頭
が
な
ぜ
観
音
正
寺
な
の
か
、
こ
こ
で
ま
た
鑑
賞
者
は
腑
に
落
ち
な
い
気

持
ち
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
対
比
・
比
較
こ
そ
が
こ
の
絵
巻
制
作
者
が
鑑
賞
者
に

求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
観
音
正
寺
の
現
実
的
、
人
里
離
れ
た
山
間
の
男
性
世
界
と

比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
桑
実
寺
の
非
現
実
的
な
都
世
界
、
女
性
世
界
を
際
立
た
せ

る
た
め
の
伏
線
で
あ
る
。

　

吉
田
友
之
氏
は
、
巻
頭
第
一
段
は
絵
巻
導
入
の
画
面
の
伝
統
か
ら
か
け
離
れ
た
も

の
と
す
る
。
補
足
す
る
と
、
絵
巻
は
通
常
、
最
初
に
物
語
の
主
人
公
ま
た
は
、
テ
ー

マ
に
ま
つ
わ
る
場
所
が
登
場
し
物
語
の
発
端
が
語
ら
れ
、
順
を
追
っ
て
主
人
公
ま
た

は
、
テ
ー
マ
の
場
所
を
中
心
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
絵
巻
第

一
段
は
大
変
印
象
的
な
大
画
面
構
成
だ
が
、
桑
実
寺
と
は
直
接
関
係
の
な
い
画
面
で

あ
り
、
登
場
し
た
桑
の
大
樹
・
白
兎
・
金
烏
・
観
音
正
寺
は
そ
の
後
の
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
に
全
く
登
場
し
な
い
。
こ
れ
ら
は
全
て
伏
線
で
あ
る
。

　

上
巻
第
二
段

　

詞
書
：
志
賀
の
都
に
霊
病
が
起
こ
り
、
天
智
天
皇
の
第
四
姫
阿（

あ
へ
）閇
皇
女
も
重
篤
な

病
に
罹
る
。
姫
が
夢
で
湖
水
に
妙
観
世
音
の
音
を
聞
き
、
瑠
璃
の
光
が
七
方
に
差
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
と
話
す
。

　

絵
：
場
面
は
時
空
間
を
飛
び
越
え
て
、
天
智
天
皇
の
志
賀
の
都
に
移
る
。
第
四
姫

の
阿
閇
皇
女
の
寝
室
が
細
や
か
に
源
氏
絵
的
に
描
か
れ
る
。
鑑
賞
者
は
、
観
音
正
寺

の
現
実
的
で
屈
託
の
な
い
庶
民
的
な
室
町
期
の
男
性
世
界
か
ら
、
突
然
、
物
語
絵
的

で
深
刻
な
深
窓
の
姫
君
の
、
古
代
女
性
世
界
へ
と
導
か
れ
る
。

　

こ
こ
で
も
観
音
正
寺
は
対
比
の
対
象
で
あ
る
。
第
一
段
の
観
音
正
寺
は
立
派
で
は

あ
る
が
殺
風
景
で
、
万
人
に
公
開
さ
れ
た
非
日
常
的
な
室
町
期
の
観
音
霊
場
で
あ
る

の
に
対
し
、
第
二
段
は
庭
の
前
栽
、
室
内
の
調
度
も
細
や
か
な
、
親
密
で
濃
厚
な
平
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安
期
の
深
窓
の
姫
君
の
日
常
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
。
源
氏
絵
の
よ
う
な
画
面
を
見

た
鑑
賞
者
は
、
こ
の
絵
巻
は
女
性
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象

を
う
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伝
説
世
界
、
現
実
世
界
、
物
語
世
界
と
、
時
空
間
が
何
の
脈
絡
も

な
く
移
動
す
る
の
も
絵
巻
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
異
な
る
時
空
間

は
下
巻
最
後
で
全
て
一
つ
の
世
界
に
融
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

上
巻
第
三
段

　

詞
書
：
姫
の
夢
の
話
を
聞
い
た
天
智
天
皇
は
、
定
恵
和
尚
を
粟
津
宮
に
召
し
尋
ね

た
。
和
尚
は
、「
琵
琶
湖
は
弁
財
天
の
浄
土
で
あ
り
、
天
女
が
徳
輝
を
輝
か
し
、
龍

王
と
化
し
琵
琶
を
尊
形
と
し
ま
す
。
こ
の
湖
は
そ
の
像
で
あ
り
、
竹
生
島
は
福
聚
を

掌
り
ま
す
。
弁
財
天
は
八
大
龍
王
の
変
化
、
湖
水
の
下
は
竜
宮
城
で
す
。
龍
宮
城
に

は
生
身
の
薬
師
如
来
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
尊
天
の
擁
護
に
よ
り
薬
師
如
来
が

出
現
し
御
病
気
が
忽
ち
治
る
御
瑞
夢
で
す
。
精
誠
を
致
し
、
叡
慮
を
こ
ら
せ
る
べ
き

で
し
ょ
う
。」
と
お
答
え
し
た
。
天
皇
は
そ
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。

　

絵
：
粟
津
の
宮
で
天
智
天
皇
が
、
中
臣
鎌
足
長
男
定
恵
を
召
し
、
香
衣
の
定
恵
の

話
を
聞
く
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
。縁
に
は
文
官
と
武
官
が
控
え
、話
を
聞
い
て
い
る
。

門
前
に
は
塗
輿
が
描
か
れ
、
定
恵
和
尚
が
急
い
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
て

い
る
。
塗
輿
は
室
町
期
に
お
け
る
普
段
用
の
輿
で
あ
る
。

　

定
恵
は
若
く
し
て
渡
唐
し
、
帰
朝
後
ま
も
な
く
死
去
し
た
と
さ
れ
る
が（

（3
（

、
こ
こ
で

は
天
皇
の
信
任
厚
い
高
僧
と
し
て
描
か
れ
る
。
定
恵
は
、
僧
侶
と
し
て
高
名
と
い
う

よ
り
は
、
藤
原
氏
の
祖
鎌
足
の
息
子
と
し
て
有
名
な
の
で
あ
る
。
桑
実
寺
が
藤
原
氏

ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
と
鑑
賞
者
は
読
み
解
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
文
官
・
武
官
が
控
え
て
い
る
の
は
、
た
だ
話
を
聞
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
た
だ
ち
に
寺
建
立
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
表
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
定
恵
の
答
え
か
ら
、
な
ぜ
第
四
姫
の
阿
閇
皇
女
（
元
明
天
皇
）
が
主
人

公
な
の
か
を
鑑
賞
者
は
読
み
解
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
天
智
天
皇
の
娘
で
天

皇
に
な
っ
た
の
は
、
持
統
天
皇
と
元
明
天
皇
で
あ
る
。
天
武
天
皇
妃
で
あ
っ
た
持
統

天
皇
は
有
名
だ
が
、
元
明
天
皇
は
、
平
城
京
に
遷
都
し
、
和
同
開
珎
を
鋳
造
す
る
な

ど
事
績
は
多
い
が
、
持
統
天
皇
に
比
べ
る
と
著
名
度
は
低
い
。
し
か
し
、
藤
原
不
比

等
を
重
用
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
藤
原
氏
興
隆
の
礎
を
作
っ
た
天
皇
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
持
統
天
皇
が
大
姫
で
、
元
明
天
皇
は
妹
の
乙
姫
で
あ
る
。
乙
姫
は
、
竜
宮
城
に

住
む
と
さ
れ
る（

（4
（

。
元
明
天
皇
が
乙
姫
で
あ
り
、
弁
財
天
の
化
身
で
あ
る
と
鑑
賞
者
は

読
み
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

上
巻
第
四
段

　

詞
書
：
天
智
天
皇
は
光
の
差
す
と
こ
ろ
に
七
光
寺
を
建
立
し
、
定
恵
和
尚
に
法
会

を
行
わ
せ
た
。
す
る
と
海
底
に
金
色
の
光
が
現
れ
、
竜
宮
城
の
東
門
で
あ
る
粟
津
の

磯
辺
に
生
身
の
薬
師
如
来
が
現
れ
た
。そ
の
光
は
、阿
閇
皇
女
の
病
床
に
差
し
込
み
、

姫
の
病
は
速
や
か
に
平
癒
し
た
。

　

絵
：
第
十
六
紙
・
十
七
紙
の
二
紙
に
渡
り
、
七
光
寺
で
の
盛
大
な
法
会
が
描
か
れ

る
。
本
堂
で
は
高
僧
が
論
議
を
行
い
、
庭
で
は
多
く
の
僧
が
仮
屋
に
控
え
、
雅
楽
が

演
じ
ら
れ
、
楽
屋
で
は
次
の
舞
人
が
準
備
を
す
る
。
三
人
の
公
家
が
庭
に
座
り
、
そ

の
後
ろ
や
、
本
堂
の
縁
に
は
見
物
人
が
詰
め
か
け
て
い
る
。
覗
き
に
来
た
二
人
の
者

は
追
い
払
わ
れ
る
。
法
会
の
場
面
は
異
時
同
図
で
あ
る
。
論
議
と
雅
楽
と
い
う
異
な

る
時
間
に
行
わ
れ
た
行
事
を
同
図
で
描
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
阿
閇
皇
女
は
平
安
時
代
の
源
氏
絵
風
俗
で
描
か
れ
て
い
た
が
、
法
会
の
見

物
人
は
室
町
期
の
風
俗
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
設
定
は
大
津
京
時
代
で
あ
る
。
つ

ま
り
、大
津
京
時
代
と
平
安
時
代
と
室
町
期
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
絵
巻
は
、「
過
去
と
現
在
、
現
実
と
物
語
の
融
合
」
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
追
い
払
わ
れ
る
人
物
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
月
次
祭
礼
図
模
本
』
の
的

始
の
場
面
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
盛
大
な
行
事
を
表
す
一
種
の
定
型
で
あ
る
。
そ
し
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て
逃
げ
て
い
く
方
向
に
目
を
転
じ
る
と
、
人
々
が
驚
き
走
り
だ
し
て
い
る
。
さ
ら
に

前
方
の
人
々
は
す
で
に
跪
き
、
湖
水
を
拝
ん
で
い
る
。
拝
ん
で
い
る
先
に
は
、
湖
水

か
ら
金
色
の
薬
師
如
来
が
化
仏
を
従
え
現
れ
る
。
こ
の
場
面
は
、
画
面
を
動
か
し
な

が
ら
鑑
賞
す
る
絵
巻
の
特
性
を
生
か
し
た
表
現
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
場
面
で
も
鑑
賞
者
は
腑
に
落
ち
な
い
思
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
こ
の
寺
を
建
立
し
た
願
主
で
あ
る
天
智
天
皇
も
阿
閇
皇
女
も
法
会
に
出
御
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
阿
閇
皇
女
は
病
気
で
出
席
で
き
な
い
と
し
て
も
、
天
智
天
皇

も
出
御
し
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
を
持
つ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
法

会
は
非
常
に
盛
大
な
の
だ
が
、
肝
心
の
願
主
で
あ
る
天
皇
不
在
の
ま
ま
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
本
尊
の
薬
師
如
来
も
不
在
で
あ
る
。
薬
師
如
来
は
、
後
か
ら
来
る
の

で
あ
り
、
本
尊
・
願
主
不
在
の
盛
大
な
法
会
な
の
で
あ
る
。
上
巻
は
後
か
ら
薬
師
如

来
が
出
現
し
話
が
終
わ
る
。
下
巻
で
は
、
日
光
・
月
光
菩
薩
が
後
か
ら
桑
実
寺
に
来

て
話
が
終
わ
る
。
こ
の
絵
巻
は
、「
後
か
ら
寺
に
来
る
」
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
堂
の
縁
に
い
る
の
は
全
て
被か

ず

衣き

の
女
性
で
あ
る
。
男
性
の
公
家
は
庭

で
見
物
し
て
お
り
、
し
か
も
三
人
し
か
い
な
い
。
そ
し
て
、
公
家
の
後
ろ
で
見
物
す

る
人
々
も
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
る
。
男
性
の
見
物
人
は
長
小
結
の
少
年
と
武
士
が

一
組
、
後
は
僧
・
稚
児
で
七
人
し
か
お
ら
ず
、
し
か
も
末
席
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
男

性
は
ほ
と
ん
ど
が
役
目
と
し
て
法
会
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
ら
や
っ
て
き

た
見
物
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
る
。
こ
れ
も
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

く
わ
え
て
、「
竜
宮
城
の
東
門
粟
津
の
磯
辺
」
に
薬
師
如
来
が
現
れ
た
と
す
る
が
、

粟
津
は
琵
琶
湖
の
西
岸
で
あ
り
、
東
方
浄
瑠
璃
界
を
表
す
た
め
な
の
か
、
桑
実
寺
は

琵
琶
湖
東
岸
で
あ
り
、
下
巻
で
薬
師
如
来
が
東
岸
に
移
動
す
る
伏
線
な
の
か
不
明
で

あ
る
。

　

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、唐
崎
の
松
が
描
か
れ
、こ
こ
が
大
津
の
宮
で
あ
る
こ
と
示
す
。

唐
崎
は
天
智
天
皇
が
奈
良
の
三
輪
山
か
ら
大
己
貴
神
を
大
津
に
勧
請
し
た
際
に
、
神

が
琵
琶
湖
を
渡
り
、降
り
立
っ
た
地
と
さ
れ
て
お
り
、天
智
天
皇
縁
の
名
所
で
あ
る
。

祭
神
は
女
別
当
命
で
琴
御
館
宇
志
の
妻
と
さ
れ
る
。や
は
り
女
性
が
主
人
公
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、鑑
賞
者
は
唐
崎
の
松
の
由
来
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
大
樹
で
始
ま
っ
た
上
巻
は
大
樹
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　

上
巻
を
見
終
わ
っ
た
鑑
賞
者
は
、
こ
の
絵
巻
は
女
性
が
主
人
公
の
絵
巻
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
阿
閇
皇
女
だ
け
で
な
く
、
法
会
の
見
物
者
も
、
唐
崎
の
松

の
祭
神
も
女
性
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鑑
賞
者
は
こ
の
法
会
が
行
わ
れ
た
寺
が
桑
実
寺

だ
と
思
う
の
だ
が
、
よ
く
注
意
し
て
み
る
と
、
こ
の
寺
は
七
光
寺
で
あ
り
桑
実
寺
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
上
巻
は
『
桑
実
寺
縁
起
絵
』
で
あ
り
な
が
ら
、
桑
実
寺
は
全
く

出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
後
に
こ
の
寺
が
桑
実
寺
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う

と
思
う
の
だ
が
、
下
巻
を
読
み
進
め
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
七
光
寺
は
桑
実

寺
と
は
全
く
別
の
寺
で
、
無
関
係
で
あ
る
。
桑
実
寺
と
関
係
が
あ
る
の
は
、
定
恵
と

阿
閇
皇
女
と
湖
上
に
出
現
し
た
薬
師
如
来
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
巻
は
全
て
伏
線
な

の
で
あ
る
。

　

下
巻
第
一
段

　

詞
書
：
や
が
て
、
薬
師
如
来
は
虚
空
高
く
上
り
東
方
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。
海
中

か
ら
大
白
水
牛
が
現
れ
如
来
を
乗
せ
、
八
大
菩
薩
童
子
が
周
り
を
囲
み
当
山
の
西
の

磯
に
着
け
、
牛
は
湖
の
底
に
帰
っ
た
。
こ
れ
は
帝
釈
天
の
変
化
で
あ
る
。
こ
の
と
こ

ろ
を
「
牛
打
鼻
」
と
い
う
。
梵
天
が
岩
駒
と
化
し
て
如
来
を
乗
せ
、
桑
実
山
に
飛
び

移
っ
た
。
桑
実
山
瑠
璃
石
に
そ
の
足
跡
と
岩
駒
の
蹄
の
跡
が
今
も
あ
る
。

　

精
舎
を
速
や
か
に
建
て
、
定
恵
和
尚
を
導
師
と
し
て
薬
師
如
来
を
安
置
し
た
。
そ

れ
以
来
、
参
詣
の
輩
、
歩
を
は
こ
び
、
肩
を
き
そ
う
。
八
大
菩
薩
は
厄
災
を
払
い
、

夜
叉
は
九
死
を
の
ぞ
く
。
日
光
・
月
光
菩
薩
は
そ
の
頂
き
を
照
ら
し
、
十
二
神
将
は

冥
助
を
加
え
る
。

　

絵
：
第
三
紙
は
琵
琶
湖
上
空
を
白
水
牛
に
の
っ
た
薬
師
如
来
が
、
八
童
子
を
連
れ
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安
土
山
の
先
端
、
牛
打
鼻
に
着
き
、
白
水
牛
が
踵
を
返
す
異
時
同
図
で
あ
る
。
帝
釈

天
と
梵
天
は
と
も
に
仏
法
の
守
護
神
と
し
て
セ
ッ
ト
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
帝

釈
天
は
東
方
を
守
り
、
梵
天
は
上
方
を
守
る
。
東
に
飛
来
し
た
薬
師
如
来
は
、
上
方

へ
と
移
動
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
帝
釈
天
は
東
寺
講
堂
の
帝
釈
天
像
の
よ
う
に

白
象
に
の
っ
た
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
水
牛
に
乗
る
の
は
大
威
徳
明
王

で
あ
る
。牛
が
引
き
返
す
の
は
、牛
頭
天
王
信
仰
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
薬
師
如
来
は
日
光
・
月
光
菩
薩
を
脇
侍
と
し
、
十
二
神
将
が
守
る
。
し

か
し
、
詞
書
に
は
あ
る
日
光
・
月
光
菩
薩
、
十
二
神
将
・
夜
叉
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
薬
師
如
来
は
仮
の
姿
・
不
完
全
な
形
で
や
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
安
土
町
総
見
寺
蔵
「
近
江
国
蒲
生
郡
安
土
古
城
図（

（4
（

」
に
よ
る
と
、
安
土
山

の
先
端
は
「
鹿
ヵ
鼻
」
と
な
っ
て
い
る
。
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
起
き
た
下
豊

浦
村
と
南
須
田
村
の
山
論
相
論
に
お
い
て
、桑
実
山
の
境
界
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
中
に
「
牛
打
」
の
地
名
が
出
て
く
る
の
で
、「
牛
打
」
は
実
際
に
は
、
桑
実
山

山
中
の
地
名
だ
と
思
わ
れ
る（

（4
（

。

　

四
紙
・
五
紙
に
渡
り
、
豊
浦
庄
の
全
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
六
紙
は
桑
実
寺
中
門

付
近
の
院
家
と
繖
山
が
描
か
れ
る
。第
七
紙
は
桑
実
寺
で
、定
恵
が
堂
供
養
を
行
い
、

結
願
に
集
ま
っ
た
人
々
が
描
か
れ
る
。
結
願
者
の
何
人
か
が
指
差
し
、
手
を
か
ざ
し

て
見
て
い
る
方
向
に
目
を
移
す
と
、
瑠
璃
石
の
上
に
岩
駒
と
薬
師
如
来
が
立
っ
て
い

る
。

　

先
行
研
究
は
下
巻
第
一
段
が
桑
実
寺
か
ら
見
た
景
観
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘

し
、
現
在
石
仏
巡
り
第
一
番
が
あ
る
岩
上
か
ら
周
囲
を
見
渡
し
た
景
観
を
描
い
た
も

の
と
し
た
。
そ
し
て
、
桑
実
寺
一
帯
の
土
地
全
体
像
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

義
晴
が
身
を
置
く
桑
実
寺
を
絵
に
描
い
て
顕
示
し
、
絵
に
描
か
れ
る
ほ
ど
の
土
地
で

あ
る
こ
と
を
見
せ
よ
う
と
し
た
と
す
る
。
確
か
に
、
岩
上
か
ら
見
た
景
観
と
絵
巻
に

描
か
れ
た
安
土
の
景
観
は
よ
く
似
て
い
る
。
土
佐
光
茂
は
桑
実
寺
を
訪
れ
て
い
る
こ

と
が
『
実
隆
公
記
』
享
禄
五
年
五
月
二
十
日
条
か
ら
確
認
で
き
、
光
茂
が
桑
実
寺
近

辺
か
ら
見
た
実
景
を
基
に
こ
の
場
面
を
描
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
安
土

城
建
築
以
前
の
安
土
の
景
観
を
知
る
材
料
と
し
て
興
味
深
い
。

　

し
か
し
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
が
単
一
固
定
視
点
か
ら
の
実
景
描
写
で
あ
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
桑
実
寺
本
堂
・
瑠
璃
石
を
、

描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
高
い
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
は
存
在
し
な
い
。

豊
浦
の
集
落
も
実
際
よ
り
近
く
、
大
き
く
、
高
い
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

実
景
を
基
に
描
い
て
い
る
が
、
単
一
固
定
視
点
か
ら
見
た
図
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
高
い
地
点
か
ら
下
方
に
広
が
る
世
界
を
見
下
ろ
す
構
図
は
、
湯
木
美
術
館
蔵

『
春
日
曼
荼
羅
』（
鎌
倉
時
代
）
や
、
遊
行
寺
蔵
『
一
遍
聖
絵
』
に
も
み
ら
れ
、
霊

地
を
描
く
場
合
に
多
く
用
い
ら
れ
た
俯
瞰
図
で
あ
る
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
も
写

生
画
で
は
な
く
、
霊
地
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
第
一
段
の
俯
瞰
景
観
描
写
は
何
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を

先
に
述
べ
れ
ば
、
桑
実
寺
が
小
別
当
を
務
め
る
薬
師
寺
荘
園
豊
浦
庄
を
描
き
、
そ
の

地
が
三
方
が
山
に
囲
ま
れ
一
方
が
開
け
湖
に
面
し
川
が
流
れ
る
、
平
安
京
に
似
た
平

安
楽
土
の
吉
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
豊
浦
庄
の
入
り
口
で
あ

る
北
腰
越
峠
に
、薬
師
如
来
が
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

豊
浦
庄
と
桑
実
寺
は
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
単
に
桑
実
寺
か
ら
見
た
景
観
を
描
い
た

の
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
豊
浦
庄
と
桑
実
寺
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
景
二
氏（

（4
（

、
角
田
文
衛
氏（
（4
（

の

研
究
が
あ
る
。
両
氏
の
研
究
に
従
っ
て
ま
と
め
る
と
、
豊
浦
庄
は
天
平
感
宝
元
年

（
七
二
九
）
聖
武
天
皇
が
薬
師
寺
に
施
入
し
た
墾
田
地
で
あ
り
、
施
入
文
が
「
聖
武

天
皇
施
入
直
願
文
」
と
し
て
、『
大
日
本
古
文
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。「
水
田
一

佰
町
、〈
近
江
国
蒲
生
郡
〉
四
至
東
限
神
崎
蒲
生
堺
并
佐
々
木
山
長
峰
、
南
限
鳥
坂

長
峰
、
西
限
五
条
畔
、
北
限
大
渭
」
と
あ
り
、『
近
江
蒲
生
郡
志
』
に
よ
れ
ば
繖
山
、
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腰
越
鳥
打
、
琵
琶
湖
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
、
西
限
は
安
土
村
常
楽
寺
か
ら
沙
々
貴
神

社
に
通
じ
る
道
の
あ
た
り
と
推
定
し
て
い
る
。こ
こ
に
示
さ
れ
た
豊
浦
庄
の
範
囲
は
、

『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
範
囲
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
慈
恩
寺
ま
で
含
め
る
と

『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
範
囲
は
安
土
城
城
下
町
の
範
囲
と
一
致
す
る（

（4
（

（
地
図
参
照
）。

　

そ
の
後
、
承
久
の
乱
の
褒
賞
と
し
て
、
佐
々
木
信
綱
が
地
頭
職
に
任
じ
ら
れ
、
長

享
元
年
（
一
四
八
七
）
の
義
尚
の
六
角
征
伐
に
よ
り
、
大
乗
院
が
薬
師
寺
別
当
と
し

て
豊
浦
庄
を
知
行
し
た（

（4
（

。『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
豊
浦
庄
は
三
千
石

の
荘
園
で
、
年
貢
千
四
百
石
か
ら
下
司
給
、
公
文
給
・
桑
実
薬
師
小
別
当
分
等
が
支

払
わ
れ
、残
り
千
石
の
内
、三
百
石
は
薬
師
寺
直
納
分
、七
百
石
余
が
別
当
分
で
あ
っ

た（
（4
（

。
尋
尊
は
「
桑
実
寺
ハ
古
所
見
事
所
也
、
山
伏
在
之
云
（々
（4
（

」
と
記
す
。
こ
の
よ
う

に
、室
町
期
に
お
い
て
も
、桑
実
寺
が
豊
浦
庄
の
小
別
当
と
し
て
、現
地
支
配
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

桑
実
寺
が
位
置
す
る
場
所
は
、
桑
実
山
西
面
で
最
も
大
き
な
谷
筋
で
、
現
在
も
参

道
に
沿
っ
て
川
が
流
れ
る
（
地
図
参
照
）。「
江
州
蒲
生
郡
豊
浦
庄
与
須
田
村
山
論
立

合
絵
図（

（5
（

」（
個
人
蔵
）
は
近
世
に
作
ら
れ
た
絵
図
だ
が
、
豊
浦
庄
は
桑
実
山
か
ら
流

れ
る
川
に
よ
っ
て
灌
漑
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
は
現
在
の
地
図
か
ら
も

確
認
で
き
る
。
桑
実
寺
が
位
置
す
る
の
は
桑
実
山
か
ら
豊
浦
庄
に
流
れ
る
川
の
中
で

最
大
の
川
の
上
流
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
水
源
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
桑
実

寺
が
豊
浦
庄
に
と
っ
て
重
要
な
寺
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
江
州
蒲
生
郡
豊
浦
庄
与
須
田
村
山
論
立
合
絵
図
」
で
は
、
山
の
麓
か

ら
川
沿
い
の
田
は
桑
実
寺
領
と
な
っ
て
い
る
。
豊
浦
庄
で
水
利
に
恵
ま
れ
た
田
は
、

桑
実
山
に
近
い
と
こ
ろ
と
川
添
い
の
場
所
で
あ
る
。『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
、

「
御
米
ハ
山
ノ
前
一
千
町
、
山
ノ
後
一
千
丁
ノ
田
名
田
ヨ
リ
出
之（

（5
（

」
と
あ
り
、
豊
浦

庄
の
田
は
「
山
の
前
」と
「
山
の
後
」の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
山
の
後
」

地
図
１　

桑
実
寺
周
辺
地
図

太
直
線
を
書
き
入
れ
た
場
所
が
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
に
よ
る
推
定
古
代
豊
浦
庄
西
限

曲
線
で
囲
っ
た
地
域
が
安
土
城
城
下
町　

国
土
地
理
院
電
子
地
図
を
基
に
作
成　

　

瑠
璃
石　

★
石
仏
巡
り
第
１
番
岩

 
 

地図 1 桑実寺周辺地図 太直線を書き入れた場所が『近江蒲生郡志』による推定古代豊浦庄西限 曲線で

囲った地域が安土城下町  国土地理院電子地図を基に作成     瑠璃石 石仏巡り第 1 番岩 
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は
桑
実
山
か
ら
離
れ
た
地
域
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。

　
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
の
下
巻
第
一
段
に
描
か
れ
た
田
は
、
桑
実
山
に
近
い
と
こ

ろ
と
川
添
い
の
平
地
の
田
が
大
き
く
、
安
土
山
に
近
い
桑
実
山
か
ら
離
れ
た
田
は
小

さ
い
。
こ
れ
は
、「
山
の
前
」・「
山
の
後
」
を
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
但
し
、
水

田
は
水
平
に
作
る
も
の
で
、傾
斜
し
て
い
る
田
は
あ
り
え
な
い
。『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』

の
傾
斜
し
波
打
っ
て
い
る
よ
う
な
田
は
、「
う
ね
う
ね
と
続
く
田
」
を
描
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
世
に
桑
実
山
を
挟
ん
だ
隣
村
の
須
田
村
と
、
桑
実
山
の
境
を
め
ぐ
っ
て

相
論
が
起
き
た
こ
と
が
、「
江
州
蒲
生
郡
豊
浦
庄
与
須
田
村
山
論
立
合
絵
図
」
か
ら

わ
か
る
。
桑
実
山
は
柴
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
物
資
を
得
る
、
豊
浦
庄
に
と
っ
て
重

要
な
山
で
あ
り
、
豊
浦
庄
と
桑
実
寺
は
一
体
の
存
在
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
世
に
お

い
て
は
寺
の
建
物
だ
け
が
桑
実
寺
な
の
で
は
な
く
、
桑
実
寺
が
小
別
当
を
務
め
る
豊

浦
庄
・
桑
実
山
を
含
め
て
桑
実
寺
で
あ
る
。
中
世
荘
園
制
を
ふ
ま
え
て
、
解
釈
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

続
け
て
第
六
・
七
・
八
紙
を
見
て
い
こ
う
。
第
五
紙
の
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
目
を
進

め
て
い
く
と
、
水
源
で
あ
る
繖
山
が
描
か
れ
、
谷
筋
に
中
門
と
院
家
が
現
れ
る
。
中

門
を
潜
る
と
桑
実
寺
本
堂
が
現
れ
、
定
恵
が
堂
供
養
を
行
っ
て
い
る
。
香
衣
の
定
恵

を
導
師
と
し
て
、
黒
衣
・
墨
染
の
僧
が
並
ぶ
。
縁
に
は
結
願
者
が
座
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
も
中
央
を
占
め
る
の
は
、
被
衣
の
女
性
た
ち
で
あ
る
。

　

門
の
南
側
に
は
髭
を
蓄
え
た
武
士
の
一
団
、
尼
・
被
衣
の
女
性
が
座
る
。
桑
実
寺

に
ゆ
か
り
の
深
い
一
団
だ
と
思
わ
れ
、
義
晴
家
臣
団
で
あ
ろ
う
か
。
先
頭
に
座
る
人

物
は
頭
巾
を
被
り
僧
衣
で
あ
る
。
上
池
院
・
竹
田
法
印
な
ど
こ
の
時
代
は
法
体
の
医

師
が
い
る
こ
と
、
薬
師
如
来
を
拝
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
医
師
で
あ
ろ
う
か
。

　

参
詣
者
が
詰
め
か
け
て
い
る
が
、石
段
中
央
を
占
め
る
の
は
や
は
り
女
性
で
あ
る
。

他
に
は
町
人
と
思
わ
れ
る
男
性
た
ち
、
僧
侶
、
折
烏
帽
子
の
武
士
、
立
烏
帽
子
の
公

家
が
い
る
。
こ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
を
見
る
と
、
農
村
の
人
々
で
は
な
く
、
都
の
住

人
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
堂
供
養
場
面
と
、
そ
の
後
桑
実
寺
に
「
歩
を
運
び
、
肩
を

き
そ
う
」
と
詞
書
に
記
さ
れ
た
参
詣
者
を
描
く
異
時
同
図
で
あ
る
。
参
詣
者
の
何
人

か
が
指
さ
す
方
向
に
目
を
進
め
る
と
、
瑠
璃
石
の
上
に
白
馬
と
薬
師
如
来
が
立
っ
て

い
る
。

　

瑠
璃
石
に
降
り
立
っ
た
薬
師
如
来
、堂
供
養
、そ
の
後
の
参
詣
者
を
同
図
で
描
き
、

し
か
も
目
を
凝
ら
せ
ば
、
薬
師
如
来
は
瑠
璃
石
の
上
に
今
も
立
ち
、
そ
の
姿
が
見
え

る
人
に
は
見
え
る
こ
と
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

下
巻
第
二
段

　

詞
書
：
そ
の
後
阿
閇
皇
女
は
元
明
天
皇
と
な
り
、
桑
実
寺
に
登
ら
れ
瑠
璃
石
上
の

薬
師
如
来
と
岩
駒
の
足
跡
を
拝
ま
れ
た
。
元
明
天
皇
の
治
世
は
万
民
徳
に
帰
し
楽
し

ん
だ
。
元
明
天
皇
は
八
歳
龍
女
（
八
歳
の
女
人
で
あ
り
な
が
ら
、
悟
り
を
開
き
成
仏

で
き
た
法
華
経
の
女
人
成
仏
説
話
）
の
後
身
で
あ
る
。

　

霊
仏
が
吾
朝
に
現
れ
た
こ
と
は
宇
賀
那
（
五
穀
豊
穣
の
龍
身
の
福
神
）
の
神
験
で

あ
り
、
当
寺
を
信
仰
す
る
人
は
竹
生
島
（
都
久
夫
須
麻
神
社
祭
神
は
弁
財
天
・
宇
賀

那
・
浅
井
比
売
命
）
に
参
詣
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
元
明
天
皇
御
諱
は
豊
国
成
姫
、

こ
の
浦
は
豊
浦
と
名
つ
く
。

　

絵
：
仁
王
像
が
祀
ら
れ
た
山
門
か
ら
本
堂
ま
で
桑
実
寺
の
全
景
が
描
か
れ
、
さ
ら

に
、
元
明
天
皇
が
瑠
璃
石
に
行
幸
し
た
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
楽
人
が
指

さ
す
方
向
に
目
を
転
じ
る
と
、
雉
が
一
羽
桑
実
山
に
止
ま
り
振
り
返
っ
て
い
る
。
振

り
返
っ
た
視
線
の
先
は
、
も
う
一
羽
の
雉
が
桑
実
山
に
い
る
雉
の
許
に
飛
ん
で
く
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
二
段
は
再
び
桑
実
寺
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
で
は
第
一
段
に
描
か
れ

た
板
葺
き
屋
根
本
堂
・
中
門
・
狭
い
境
内
か
ら
一
転
し
て
、
仁
王
門
を
備
え
、
檜
皮

葺
き
の
本
堂
・
中
門
・
殿
舎
群
、
瓦
葺
の
経
蔵
、
朱
塗
り
の
三
重
塔
を
備
え
た
立
派

な
寺
に
変
っ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
間
の
時
間
経
過
を
表
し
、
室
町
期
の
桑
実
寺
を
描
く
。
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で
あ
る
。
つ
ま
り
、
描
か
れ
た
桑
実
寺
は
室
町
期
公
家
の
女
性
が
都
で
生
活
す
る
空

間
と
酷
似
し
て
い
る
。し
か
し
、元
明
天
皇
は
大
津
京
～
奈
良
時
代
の
人
物
で
あ
る
。

桑
実
寺
は
過
去
と
現
在
、
現
実
と
物
語
が
融
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

参
詣
者
の
何
人
か
が
手
を
か
ざ
し
、
指
さ
す
方
向
に
は
元
明
天
皇
の
行
列
と
瑠
璃

石
が
あ
る
。
元
明
天
皇
の
行
幸
に
気
づ
か
ぬ
参
詣
者
も
い
る
が
、
気
づ
く
人
は
気
づ

く
の
で
あ
る
。
七
光
寺
に
天
皇
は
来
な
か
っ
た
が
、
桑
実
寺
に
は
天
皇
が
自
ら
の
意

思
で
後
か
ら
来
る

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

本
堂
前
に
赤
毛
氈
鞍
覆
の
黒
駒
、
鴾
毛
駒
、
白
駒
、
中
門
に
は
先
述
し
た
白
傘
袋

を
も
つ
白
丁
が
い
る
。
武
家
故
実
に
お
い
て
は
赤
毛
氈
鞍
覆
・
白
傘
袋
は
将
軍
及
び

特
に
将
軍
か
ら
免
許
さ
れ
た
者
だ
け
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た（

（5
（

。
だ
が
、『
桑
実

寺
縁
起
絵
巻
』
に
描
か
れ
て
い
る
赤
鞍
覆
の
黒
駒
は
白
丁
が
曳
い
て
い
る
。
白
傘
袋

も
白
丁
が
担
い
で
い
る
。
将
軍
の
被
官
に
白
丁
は
い
な
い
。

　

将
軍
の
厩
者
は
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
見
る
よ
う
に
、素
襖
・
折
烏
帽
子
で
、

傘
持
ち
は
房
で
あ
る（

（5
（

。
白
丁
が
馬
を
曳
き
、
傘
袋
を
担
ぐ
の
は
公
家
の
制
で
あ
る
。

『
年
中
行
事
絵
巻（

（5
（

』
に
は
巻
十
五
「
関
白
賀
茂
詣
」
に
白
丁
の
居
飼
が
描
か
れ
、
巻

一
の
「
朝
観
行
幸
」に
白
傘
袋
を
担
い
だ
白
丁
が
描
か
れ
て
い
る
。ま
た
、『
延
喜
式
』

で
は
、
大
臣
以
上
は
浅
紫
、
参
議
以
上
は
深
緋
、
諸
王
五
位
以
上
は
緑
、
諸
臣
は
黄

色
の
鞍
覆
を
用
い
、
六
位
以
下
は
鞍
覆
を
用
い
な
い
と
定
め
て
い
る（

（5
（

。

　

桑
実
寺
に
い
る
馬
の
内
、
折
烏
帽
子
・
素
襖
の
人
物
が
曳
い
て
い
る
白
馬
が
武
士

の
乗
っ
て
き
た
馬
で
、
鴾
毛
と
黒
駒
は
公
家
が
乗
っ
て
き
た
馬
で
あ
る
。
桑
実
寺
に

描
か
れ
て
い
る
武
士
は
本
堂
で
参
拝
し
て
い
る
二
人
し
か
い
な
い
。
白
馬
は
こ
の
武

士
の
馬
で
あ
ろ
う
。
胸
懸
を
つ
け
た
上
等
な
馬
で
あ
る
か
ら
、
参
拝
し
て
い
る
武
士

も
上
級
武
士
で
あ
る
。
で
は
、
鴾
毛
・
黒
駒
・
白
傘
袋
の
主
人
は
ど
こ
に
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
他
に
桑
実
寺
境
内
に
い
る
の
は
僧
侶
と
被
衣
の
女
性
だ
け
で
あ
る
。
こ
の

鴾
毛
と
黒
駒
は
、
元
明
天
皇
に
扈
従
し
て
き
た
公
家
の
馬
で
あ
ろ
う
。
白
傘
袋
、
鴾

境
内
の
地
形
は
現
在
と
同
じ
で
、
観
音
寺
城
へ
続
く
道
や
景
清
の
背
比
べ
石
、
桑
井

も
描
か
れ
、
こ
こ
が
桑
実
寺
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

中
門
に
は
傘
が
重
く
て
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
登
っ
て
き
た
階
段
を
振
り
返
る

白
傘
袋
を
担
ぐ
白
丁
が
描
か
れ
て
い
る
。
遅
れ
て
き
た
傘
持
ち
は
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン

の
遅
れ
て
き
た
日
光
・
月
光
菩
薩
と
十
二
神
将
の
伏
線
で
あ
り
、
元
明
天
皇
行
幸
の

前
触
れ
で
あ
ろ
う
。
傘
持
ち
は
本
来
主
人
の
傍
近
く
控
え
て
い
な
け
れ
ば
役
目
が
果

た
せ
な
い
。
日
光
・
月
光
菩
薩
と
十
二
神
将
も
本
来
薬
師
如
来
に
近
侍
し
な
け
れ
ば

役
目
が
果
た
せ
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
後
か
ら
寺
に
来
る
」
で

あ
る
。
来
た
道
を
振
り
返
っ
て
い
る
の
は
、
上
巻
を
振
り
返
れ
と
い
う
サ
イ
ン
だ
ろ

う
。

　

そ
こ
で
、
上
巻
巻
頭
の
寺
と
桑
実
寺
を
見
比
べ
る
と
、
上
巻
巻
頭
の
寺
が
桑
実
寺

で
は
な
く
、
観
音
正
寺
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
非
常
に
よ
く
似
た
建
築
物
が
並
ぶ

が
、
建
物
の
配
置
も
建
物
の
細
部
も
、
境
内
の
地
形
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

二
つ
の
寺
を
比
べ
る
と
、
建
築
物
や
地
形
が
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
集
う

人
々
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
桑
実
寺
に
は
、
観
音
正
寺
に
見
ら
れ
た
巡

礼
者
や
麓
の
住
民
は
い
な
い
。
桑
実
寺
参
詣
者
は
、
本
堂
内
の
武
士
二
人
を
除
き
、

被
衣
の
女
性
た
ち
と
稚
児
や
弟
子
を
連
れ
た
僧
侶
で
あ
る
。

　

本
堂
前
に
は
、
末
広
扇
を
持
ち
元
明
天
皇
の
方
角
を
指
す
僧
綱
襟
の
高
僧
と
山
伏

が
い
る
。
こ
の
二
人
は
桑
実
寺
の
僧
で
あ
ろ
う
が
、
都
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
人
物
で

あ
る
。
例
え
ば
、
近
衛
尚
通
の
息
子
聖
護
院
道
増
は
山
伏
で
あ
り
、
大
覚
寺
義
俊
は

高
僧
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
桑
実
寺
に
描
か
れ
た
人
物
は
、
都
に
い
る
人
物
、
都
か
ら

来
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
公
家
の
男
性
は
お
ら
ず
女
性
が
描
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

本
堂
の
横
に
建
ち
並
ぶ
殿
舎
も
、
観
音
正
寺
の
本
堂
横
の
舞
殿
が
開
け
放
ち
で

あ
っ
た
の
に
比
べ
、
明
り
取
り
の
障
子
戸
が
建
て
回
さ
れ
た
公
家
邸
の
よ
う
な
書
院
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毛
、
赤
い
鞍
覆
の
黒
駒
は
、
元
明
天
皇
が
桑
実
寺
に
行
幸
し
て
き
た
場
面
の
前
触
れ

で
あ
ろ
う
。

　

第
二
段
最
後
は
、
桑
実
山
に
つ
が
い
の
雉
が
揃
う
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
絵
巻
の
絵
詞
は
文
明
十
五
年
制
作
の
「
桑
実
寺
縁
起
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
縁
起

冒
頭
に
「
爰
此
桑
実
寺
者
日
域
之
隹
名
、
弥
陀
之
縁
木
也
」
と
あ
る
。「
隹
（
き
じ

ば
と
）」
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
ポ
ー
ズ
は
、

上
巻
巻
頭
の
桑
の
大
樹
に
描
か
れ
た
金
烏
・
白
兎
と
同
じ
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
の
雉

は
金
烏
・
白
兎
の
化
身
で
あ
ろ
う
。
上
巻
に
登
場
し
た
金
烏
と
白
兎
は
桑
の
大
樹
を

挟
ん
で
左
右
に
別
れ
、
互
い
に
別
な
方
向
を
見
て
お
り
、
目
を
合
わ
さ
な
い
。
し
か

し
、
下
巻
の
雉
は
同
じ
ポ
ー
ズ
な
が
ら
、
視
線
を
合
わ
せ
、
今
ま
さ
に
桑
実
山
に
雉

の
つ
が
い
が
揃
う
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
次
シ
ー
ン
の
日
光
・
月

光
菩
薩
の
飛
来
へ
と
続
く
。

　

下
巻
第
三
段

　

詞
書
：
日
光
・
月
光
菩
薩
は
定
恵
の
光
を
輝
か
し
、
十
二
神
将
は
擁
護
の
威
を
奮

う
。
現
世
安
穏
・
後
生
善
処
・
医
王
善
処
の
擁
護
あ
り
。
今
、
旧
草
を
と
り
ひ
ろ
げ

て
、
聊
か
こ
れ
を
後
景
に
表
し
懇
丹
進
め
し
む
と
こ
ろ
也
。

　

絵
：
日
光
・
月
光
菩
薩
が
白
緑
の
雲
と
白
雲
に
乗
っ
て
、
十
二
神
将
・
夜
叉
を
引

き
連
れ
桑
実
寺
に
飛
来
す
る
場
面
が
二
紙
を
継
い
で
、
大
き
く
描
か
れ
る
。

　

日
光
・
月
光
菩
薩
は
薬
師
如
来
の
脇
侍
で
あ
り
、
本
来
は
薬
師
如
来
と
共
に
三
尊

揃
っ
て
飛
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
二
神
将
も
薬
師
擁
護
の
神
々
で
、
薬
師
如

来
に
近
侍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
絵
巻
で
は
薬
師
如
来
の
み
が
仮
の
姿

で
飛
来
し
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
、
突
然
日
光
・
月
光
菩
薩
が
十
二
神
将
を
引
き
連
れ

華
々
し
く
飛
来
す
る
。し
か
も
、薬
師
如
来
は
小
さ
く
描
か
れ
る
の
に
対
し
、日
光
・

月
光
菩
薩
は
、
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
、
日
光
・
月
光
菩
薩
が
主
役
か

の
よ
う
で
あ
る
。
日
光
・
月
光
菩
薩
は
上
巻
巻
頭
に
登
場
し
た
金
烏
・
白
兎
で
あ
り
、

下
巻
第
二
段
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
登
場
し
た
雉
の
本
性
で
あ
る
。

　
　
　
　

第
三
節　
『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
の
主
題
と
制
作
目
的

　

絵
巻
の
構
成
を
検
討
し
よ
う
。
絵
巻
で
は
、
上
巻
の
七
光
寺
で
起
き
た
で
き
ご
と

が
、
下
巻
の
桑
実
寺
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
し
か
も
下
巻
は
、
次
の
よ
う
に
上
巻
の
最

後
か
ら
前
へ
話
が
戻
っ
て
い
く
。

　

上
巻
：
阿
閇
皇
女
→
天
智
天
皇
→
定
恵
の
法
会
（
七
光
寺
）
→
薬
師
如
来
の
出
現

　

下
巻
：
薬
師
如
来
の
出
現
→
定
恵
の
法
会
（
桑
実
寺
）
→
元
明
天
皇
（
阿
閇
皇
女
）

異
な
っ
て
い
る
の
は
、
天
智
天
皇
が
下
巻
で
は
登
場
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
、

天
智
天
皇
が
登
場
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、上
巻
の
天
智
天
皇
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
天
智
天
皇
は
阿
閇
皇
女
を
案
じ
る
父
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
下
巻
で

天
智
天
皇
が
登
場
し
な
い
の
は
、
阿
閇
皇
女
が
成
長
し
、
自
ら
の
意
思
で
桑
実
寺
に

来
る
物
語
を
描
く
た
め
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
下
巻
で
桑
実
寺
に
来
た
人
物
・
仏

は
、
全
て
自
ら
の
意
思
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
く
。
上
巻
で
は
、
定
恵
も
薬
師

如
来
も
招
か
れ
て
や
っ
て
き
た
。
天
智
天
皇
と
阿
閇
皇
女
は
七
光
寺
法
会
に
出
席
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
下
巻
で
は
、
薬
師
如
来
も
、
定
恵
も
、
元
明
天
皇
も
自
ら
の
意

思
で
桑
実
寺
に
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
元
明
天
皇
の
近
江
行
幸
は
記
録
が
な
い
。
む
し
ろ
、
古
代
天

皇
の
蒲
生
行
幸
で
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
、
天
智
天
皇
の
蒲
生
野
遊
猟
で
あ
る
。
こ

の
絵
巻
は
額
田
女
王
と
元
夫
大
海
人
皇
子
の
蒲
生
野
遊
猟
で
の
相
聞
歌
「
茜
射
す
紫

野
ゆ
き
標
野
ゆ
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
」「
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ

ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
我
恋
ひ
め
や
も
」（
万
葉
集
巻
一
、二
十
・
二
十
一
）
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
。
額
田
女
王
は
天
智
天
皇
妻
で
本
来
恋
仲
に
は
な
れ
な
い
人
だ
が
、
大
海
人

皇
子
は
遠
く
か
ら
袖
振
る
。
額
田
女
王
は
そ
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
野
守
に
見
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
気
遣
い
な
が
ら
も
蒲
生
野
を
行
く
。
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い
が
、
気
づ
く
べ
き
重
要
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

制
作
者
が
鑑
賞
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
は
、
絵
巻
と
し
て
は
異
例
と
い
え
る

仏
典
・
古
典
の
漢
語
を
駆
使
し
た
難
解
な
詞
書
を
読
み
こ
な
す
こ
と
が
で
き
、歴
史
・

地
理
に
も
通
暁
し
た
教
養
あ
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
も
、
じ
っ
く
り
と
絵
巻
を
見
直

す
こ
と
の
で
き
る
人
物
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
元
明
天
皇
が
主
人
公
で
あ
る
こ
と
、
源
氏
絵
の
よ
う
な
阿
閇
皇
女
の
登

場
や
、
室
町
期
公
家
女
性
を
取
り
巻
く
世
界
が
桑
実
寺
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
上

流
階
級
の
女
性
が
数
多
く
描
か
れ
参
詣
者
の
中
心
で
あ
る
こ
と
、
弁
財
天
や
八
歳
龍

女
な
ど
女
性
の
仏
が
語
ら
れ
る
こ
と
、
桑
実
寺
は
定
恵
所
縁
の
寺
す
な
わ
ち
、
藤
原

氏
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鑑
賞
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い

る
の
は
、
公
家
の
女
性
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

む
ろ
ん
、
鑑
賞
者
と
し
て
ま
ず
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
足
利
義
晴
で
あ
る
。
し

か
し
、
三
条
西
実
隆
や
土
佐
光
茂
は
義
晴
の
指
示
や
承
諾
を
得
て
制
作
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
実
隆
等
が
義
晴
に
謎
か
け
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
で
は
、
義
晴
以
外

で
、
こ
の
絵
巻
を
読
み
解
け
る
人
物
、
こ
の
絵
巻
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
れ
る
人

物
は
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

天
文
元
年
の
時
点
で
、
義
晴
身
辺
に
公
家
の
女
性
は
い
な
い（

（5
（

。
し
か
し
、
天
文
三

年
六
月
に
近
衛
尚
通
の
末
娘
（
正
妻
維
子
の
四
女
ヵ
）
慶
寿
院
が
桑
実
寺
に
嫁
い
で

く
る
。
そ
し
て
、
絵
巻
奉
納
直
前
の
天
文
元
年
八
月
九
日
に
桑
実
寺
か
ら
近
衛
家
に

使
者
が
来
て
お
り
、
絵
巻
奉
納
前
日
に
は
絵
巻
制
作
依
頼
状
の
使
者
を
務
め
た
上
池

院
も
近
衛
家
に
来
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
絵
巻
は
、
慶
寿
院
に
見
せ
る
こ
と
を
目
的
に
制
作

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
巻
は
「
現
実
と
物
語
」
が
融
合
し
て
い
る

と
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

下
巻
第
一
段
の
青
と
や
や
赤
み
が
か
っ
た
田
が
入
り
混
じ
る
豊
浦
庄
に
、
紫
雲
に

乗
っ
た
八
童
子
が
や
っ
て
来
る
場
面
は
「
茜
射
す
紫
野
」
を
描
き
、
下
巻
第
二
段
の

元
明
天
皇
行
幸
場
面
に
描
か
れ
て
い
る
小
さ
な
鳥
居
は
「
標
野
」
を
表
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
相
聞
歌
に
お
い
て
、
天
智
天
皇
は
登
場
し
な
い
こ
と
に

意
味
が
あ
る
存
在
で
あ
る
。
絵
巻
で
も
天
智
天
皇
は
寺
建
立
の
指
示
を
す
る
が
表
舞

台
に
は
登
場
し
な
い
。
天
智
天
皇
は
い
わ
ば
黒
幕
な
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
上
巻
最
初
に
登
場
し
た
金
烏
・
白
兎
の
遊
ぶ
伝
説
世
界
、
現
世
の
観
音
正

寺
境
内
、
古
代
の
阿
閇
皇
女
寝
室
と
い
う
全
く
異
な
る
時
空
間
が
、
桑
実
寺
で
は
一

つ
に
融
合
し
て
い
る
。
し
か
も
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
。
金
烏
と
白
兎
は
雉
と

な
り
、
観
音
正
寺
は
桑
実
寺
と
な
り
、
病
気
だ
っ
た
阿
閇
皇
女
は
健
康
に
育
ち
天
皇

と
な
っ
て
桑
実
寺
に
集
結
し
た
。
そ
し
て
、
上
巻
の
阿
閇
皇
女
の
寝
室
は
、
元
明
天

皇
の
暮
す
宮
殿
か
の
よ
う
な
桑
実
寺
本
堂
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
桑
実
寺
の
大

樹
（
将
軍
）
の
許
に
、
つ
が
い
と
な
っ
た
日
光
・
月
光
菩
薩
が
揃
い
、
不
完
全
だ
っ

た
薬
師
如
来
が
完
全
な
形
に
整
い
、
話
は
上
巻
最
初
の
桑
の
大
樹
の
下
に
金
烏
・
白

兎
が
遊
ぶ
世
界
に
戻
り
終
わ
る
。

　

つ
ま
り
、こ
の
絵
巻
主
題
は
、成
長
し
た
乙
姫
の
元
明
天
皇
が
父
の
庇
護
を
離
れ
、

自
ら
の
意
思
で
桑
実
寺
に
後
か
ら
や
っ
て
来
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。
す
る
と
、
雉
の
つ
が
い
が
桑
実
山

に
揃
い
、
日
光
・
月
光
菩
薩
が
十
二
神
将
を
連
れ
桑
実
寺
に
揃
い
、
不
完
全
だ
っ
た

桑
実
寺
が
完
全
な
も
の
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
制
作
目
的
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
絵
巻
は
伏
線
に
満
ち
て
お
り
、
鑑
賞
者
に

読
み
解
き
を
求
め
る
謎
解
き
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
制
作
者
は
、
鑑
賞
者
が
こ
の

絵
巻
が
語
ら
ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
解
く
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
下
巻
で
、

瑠
璃
石
の
薬
師
如
来
・
元
明
天
皇
の
行
幸
・
雉
を
指
差
す
人
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

単
に
前
触
れ
・
視
線
の
誘
導
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、「
気
づ
く
人
は
気
づ
く
」「
見

え
る
人
に
は
見
え
る
」
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
絵
巻
に
は
一
見
気
づ
か
な



105

『桑実寺縁起絵巻』と慶寿院の結婚をめぐって（上）

　
　
　

お
わ
り
に

　

第
一
節
で
は
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
時
の
政
治
状
況
を
再
検
討
し
た
。
従

来
将
軍
義
晴
が
桑
実
寺
に
避
難
し
、堺
に
足
利
義
維
、細
川
晴
元
が
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
絵
巻
は
義
晴
が
桑
実
寺
を
疑
似
都
と
し
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
統
性
を
主

張
す
る
事
が
主
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
細
川
晴
元
は
義
晴
と
結
ん
で

い
た
。ま
た
、絵
に
描
い
た
天
皇
を
家
督
争
い
の
正
統
性
の
根
拠
と
し
た
例
は
な
い
。

　

さ
ら
に
は
、
義
晴
に
と
っ
て
桑
実
寺
は
あ
く
ま
で
一
時
動
座
し
て
い
る
場
所
に
過

ぎ
ず
、
ま
た
、
そ
う
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
第
二
節
は
絵
巻
を
改
め
て
検
討
し
た
。
上
巻
は
桑
実
寺
と
は
無
関
係
の
七

光
寺
建
立
譚
で
あ
り
、
全
て
伏
線
で
あ
る
。
下
巻
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
後
か
ら

乙
姫
元
明
天
皇
が
寺
に
来
る
と
、
金
烏
・
白
兎
、
雉
の
番
い
の
本
性
で
あ
る
日
光
・

月
光
菩
薩
が
桑
実
寺
が
揃
い
、
桑
実
寺
が
完
全
な
形
に
な
る
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

そ
し
て
、
女
性
が
主
人
公
で
あ
り
、
桑
実
寺
が
室
町
期
の
都
に
住
む
公
家
女
性
の
生

活
空
間
と
酷
似
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
絵
巻
は
「
過
去
と
現

在
、
現
実
と
物
語
」
が
融
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
節
で
は
絵
巻
の
主
題
を
検
討
し
、制
作
目
的
の
仮
説
を
提
示
し
た
。下
巻
は
、

上
巻
の
最
後
か
ら
前
へ
と
話
が
戻
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
上
巻
と
は
対
照
的
に
、
薬

師
如
来
、
定
恵
、
元
明
天
皇
が
、
全
て
自
ら
の
意
思
で
桑
実
寺
に
来
る
。
天
智
天
皇

の
み
登
場
し
な
い
。
だ
が
、
元
明
天
皇
近
江
行
幸
は
記
録
が
な
く
、
む
し
ろ
天
智
天

皇
が
蒲
生
に
行
幸
し
た
こ
と
は
文
学
上
有
名
で
、
天
智
天
皇
の
蒲
生
野
遊
猟
に
お
け

る
額
田
女
王
と
大
海
人
皇
子
の
相
聞
歌
を
思
い
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
絵
巻
に

は
、
本
来
恋
仲
に
な
れ
な
い
人
に
遠
く
か
ら
袖
振
る
大
海
人
皇
子
と
、
標
野
を
作
っ

た
野
守
に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
気
遣
い
な
が
ら
も
蒲
生
野
を
行
く
額
田
女
王
の
恋

歌
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

く
わ
え
て
、
天
智
天
皇
は
七
光
寺
建
立
の
指
示
を
し
た
発
願
者
だ
が
、
七
光
寺
法

会
に
出
御
し
な
い
。
ま
た
、
天
智
天
皇
は
蒲
生
野
遊
猟
の
主
催
者
だ
が
、
額
田
女
王

と
大
海
人
皇
子
の
相
聞
歌
に
登
場
し
な
い
。
天
智
天
皇
は
絵
巻
で
も
恋
歌
で
も
物
語

の
発
端
を
指
示
し
た
が
、
表
舞
台
に
登
場
し
な
い
黒
幕
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
巻
の
主
題
は
、
第
四
姫
の
元
明
天
皇
が
桑
実
寺
に
来
る
と
、
桑
実
山
に
雉

の
番
い
が
揃
い
、
日
光
・
月
光
菩
薩
が
十
二
神
将
を
引
き
連
れ
桑
実
寺
に
揃
い
、
桑

実
寺
が
完
全
な
形
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
都
の
高
貴
な
乙
姫
が
成

長
し
、
父
の
庇
護
を
離
れ
自
ら
の
意
思
で
後
か
ら
桑
実
寺
に
来
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
す
る
と
番
い
が

揃
い
、
太
陽
と
月
が
桑
実
寺
に
揃
い
完
全
な
形
に
な
る
。
父
は
発
案
者
だ
が
表
舞
台

に
登
場
し
な
い
黒
幕
で
あ
る
。
父
か
ら
相
談
・
指
示
を
受
け
た
定
恵
が
実
行
役
で
あ

る
と
こ
の
絵
巻
は
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
制
作
者
が
鑑
賞
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
は
、
①
教
養
あ
る
人
物
で

あ
る
。
②
女
性
が
主
人
公
で
、
参
詣
者
も
公
家
の
女
性
が
中
心
で
あ
る
。
③
女
性
の

仏
が
語
ら
れ
る
。
④
桑
実
寺
は
室
町
期
の
公
家
の
女
性
が
都
で
生
活
す
る
空
間
と
酷

似
し
て
描
か
れ
て
い
る
。⑤
桑
実
寺
は
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
点
か
ら
想
定
さ
れ
た
鑑
賞
者
は
公
家
の
女
性
で
あ
ろ
う
。
天
文
元
年
の
時
点

で
桑
実
寺
の
義
晴
周
辺
に
公
家
の
女
性
は
い
な
い
。し
か
し
、絵
巻
奉
納
の
一
年
九
ヵ

月
後
に
近
衛
尚
通
の
五
女
（
正
妻
の
四
女
ヵ
）
慶
寿
院
が
桑
実
寺
の
義
晴
に
嫁
い
で

く
る
。こ
の
絵
巻
は
慶
寿
院
に
見
せ
る
こ
と
が
真
の
制
作
目
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
本
編
（
下
）
で
は
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
の
経
緯
と
近
衛
尚
通
の

動
き
を
検
討
し
、
将
軍
家
と
摂
関
家
の
前
例
の
な
い
結
婚
の
経
緯
を
検
討
し
た
い
。
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（
13
）�『
後
愚
昧
記
』
永
徳
元
年
八
月
十
二
日
条
（
大
日
本
古
記
録
）。

（
14
）�

平
安
京
が
い
つ
廃
止
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
豊
臣
秀
吉
の
京
都
改
造
に
よ

り
平
安
京
が
廃
止
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
だ
が
、
京
都
改
造

は
、
平
安
京
を
廃
止
し
、
名
実
と
も
に
京
都
を
秀
吉
の
支
配
都
市
と
す
る
た
め
の
施
策
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
15
）�『
実
隆
公
記
』
大
永
八
年
三
月
夏
七
月
紙
背
文
書
、
巻
七
、二
五
九
頁
。

（
16
）�『
二
水
記
』
大
永
七
年
三
月
十
三
・
二
十
四
日
条
。

（
17
）�『
実
隆
公
記
』
大
永
七
年
六
月
十
七
日
、
七
月
八
・
十
一
・
十
三
日
条
。

（
18
）�『
実
隆
公
記
』
大
永
七
年
十
月
十
三
・
十
四
日
条
。

（
19
）�『
二
水
記
』
大
永
七
年
十
一
月
十
六
・
十
八
・
十
九
・
二
十
九
日
、
十
二
月
九
・
十
七
日
、
大
永

八
年
正
月
十
七
・
二
十
八
日
、
二
月
九
日
、
三
月
六
・
十
八
・
十
九
日
条
。

（
20
）�『
二
水
記
』
大
永
八
年
三
月
六
日
、
四
月
二
日
、
五
月
二
・
十
四
・
二
十
八
日
条
。

（
21
）�

馬
部
隆
弘
「「
堺
公
方
」
期
の
京
都
支
配
と
柳
本
賢
治
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
四
七
号
、

二
〇
一
四
年
）。

（
22
）�『
二
水
記
』
大
永
八
年
七
月
二
十
九
日
、
享
禄
元
年
八
月
二
十
、二
十
八
、九
月
八
日
、
閏
九

月
二
十
二
日
条
。

（
23
）�

馬
部
隆
弘
「「
堺
公
方
期
」
の
京
都
支
配
と
松
井
宗
信
」（『
中
近
世
の
領
主
支
配
と
民
間
社

会
』
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
二
〇
一
四
年
）。

（
24
）�『
蜷
川
家
文
書
』
五
〇
一
・
五
〇
二
号
。
前
掲
注
（
21
）
馬
部
論
文
。

（
25
）�『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
二
年
十
月
十
九
日
条
。
前
掲
注
（
23
）
馬
部
論
文
。

（
26
）�

前
掲
注
（
23
）
馬
部
論
文
。

（
27
）�

村
井
祐
樹
編
『
戦
国
遺
文　

佐
々
木
六
角
氏
編
』
東
京
堂
出
版
、
三
〇
一
号
。
前
掲
注

（
23
）
馬
部
論
文
。

（
28
）�「
南
行
雑
録
」
一
、（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）。
馬
部
隆
弘
「
桂
川
合
戦
前
夜

の
細
川
晴
元
方
に
よ
る
京
都
包
囲
網
」（『
戦
国
史
研
究
』
六
五
、二
〇
一
三
年
）。

（
29
）�『
後
法
成
寺
関
白
記
』享
禄
元
年
六
月
二
十
三
・
二
十
四
日
、七
月
三
・
十
三
・
十
七
・
二
十
二
日
、

八
月
六
・
二
十
六
日
条
。

（
30
）�

奥
野
高
廣
「「
堺
幕
府
」
論
」（『
日
本
歴
史
』
三
二
八
、一
九
七
五
年
）。

（
31
）�『
二
水
記
』
享
禄
三
年
六
月
二
十
九
・
三
十
日
、
七
月
十
四
日
、
享
禄
四
年
二
月
四
日
条
。

註（
1
）�「
厳
助
往
年
記
」
天
文
三
年
六
月
二
十
九
日
条
（
史
籍
集
覧
）。『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
天

文
三
年
九
月
三
日
条
。

（
2
）�

黒
島
敏
「
山
伏
と
将
軍
と
戦
国
大
名
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
二
九
、二
〇
〇
四
年
）。
湯
川

敏
治
「
足
利
義
晴
将
軍
期
の
近
衛
家
の
動
向
」（『
日
本
歴
史
』
六
〇
四
、一
九
九
八
年
）。
高

梨
真
行
「
将
軍
足
利
義
輝
の
側
近
衆
」（『
立
正
史
学
』
八
四
、一
九
九
八
年
）。

（
3
）�

吉
田
友
之
「
桑
実
寺
縁
起
絵
考
（
上
）・（
下
）
―
土
佐
光
茂
試
論
（
四
）・（
五
）」（『
芸
術
論

究
』
四
・
六
編
、
一
九
七
七
・
一
九
七
九
年
）。

（
4
）�

榊
原
悟
「『
桑
実
寺
縁
起
絵
』
詞
書
小
解
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
〇
一
号
、
一
九
八
四
年
）。

（
5
）�

島
谷
弘
幸
「「
桑
実
寺
縁
起
」と
三
條
西
実
隆
」（『
古
筆
学
拾
穂
抄
』木
耳
社
、一
九
九
七
年
）。

（
6
）�

鈴
木
景
二
「
現
地
調
査
か
ら
見
た
在
地
の
世
界
―
近
江
国
薬
師
寺
領
豊
浦
荘
・
興
福
寺
領
鯰

江
荘
」（
佐
藤
信
・
五
味
文
彦
編
『
土
地
と
在
地
の
世
界
を
さ
ぐ
る
―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
』

山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
7
）�

松
木
裕
美
「『
桑
実
寺
縁
起
絵
』
に
み
る
古
代
薬
師
・
観
音
伝
説
」（『
東
京
女
学
館
短
期
大

学
紀
要
』
二
三
、二
〇
〇
〇
年
）。

（
8
）�

高
岸
輝
「
琵
琶
湖
岸
の
同
床
異
夢
―
足
利
義
晴
・
三
條
西
実
隆
と
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」」

（『
室
町
絵
巻
の
魔
力
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
9
）�

亀
井
若
菜
「「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
研
究
」（『
國
華
』
一
一
九
三
号
、
一
九
九
五
年
）。『
表

象
と
し
て
の
美
術
、
言
説
と
し
て
の
美
術
史
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
に
再
掲
。

（
10
）�

同
「「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」に
つ
い
て
」（『
表
象
と
し
て
の
美
術
、言
説
と
し
て
の
美
術
史
』）。

（
11
）�

末
柄
豊
「
細
川
氏
の
同
族
連
合
体
制
の
解
体
と
畿
内
領
国
化
」（
石
井
進
編
『
中
世
の
法
と

政
治
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）。
設
楽
薫
「
将
軍
義
晴
期
に
お
け
る
「
内
談
衆
」
の

成
立
（
前
編
）
―
享
禄
四
年
「
披
露
事
条
々
」
の
検
討
を
出
発
点
と
し
て
―
」（『
室
町
時
代

研
究
』
一
、二
〇
〇
二
年
）。
山
田
康
弘
『
戦
国
期
室
町
幕
府
と
将
軍
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
〇
年
。

（
12
）�

池
享
「
戦
国
・
織
豊
期
の
朝
廷
政
治
」（
一
橋
大
学
研
究
年
報　
『
経
済
学
研
究
』
三
三
、�

一
九
九
二
年
）。『
戦
国
織
豊
期
の
武
家
と
天
皇
』
に
再
掲
。
堀
新
「
戦
国
大
名
織
田
氏
と
天

皇
権
威
―
今
谷
明
氏
の
「
天
皇
史
」
に
よ
せ
て
―
」（『
織
豊
期
王
権
論
』
校
倉
書
房
、

二
〇
一
一
年
）。
初
出
一
九
九
三
年
。
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（
32
）�『
二
水
記
』
享
禄
三
年
八
月
三
十
日
、
九
月
十
九
日
、
十
月
九
日
、
十
一
月
三
・
十
一
日
条
。

（
33
）�『
上
杉
家
文
書
』
四
一
六
号
。

（
34
）�『
二
水
記
』
享
禄
四
年
八
月
二
十
二
日
条
。

（
35
）�『
二
水
記
』
享
禄
五
年
正
月
十
九
・
二
十
・
二
十
二
・
二
十
七
日
条
。
な
お
従
来
持
隆
は
晴
元
従

弟
と
さ
れ
て
き
た
が
、
馬
部
隆
弘
氏
は
、
晴
元
弟
と
す
る
。
す
る
と
、
四
国
側
は
晴
元
・
持

隆
が
と
も
に
十
代
で
あ
る
。（
馬
部
「
細
川
澄
元
陣
営
の
再
編
と
上
洛
戦
」（『
史
敏
』

十
四
、二
〇
一
六
年
））。
元
長
は
三
十
二
歳
で
死
去
と
さ
れ
る
（
長
江
正
一
『
三
好
長
慶
』

吉
川
弘
文
館
）。

（
36
）�

天
野
忠
幸
『
三
好
長
慶
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
二
二
～
二
四
頁
。

（
37
）�

小
松
茂
美
『
続
日
本
の
絵
巻
24　

桑
実
寺
縁
起
』
八
頁
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
。

（
38
）�

吉
田
友
之
「「
桑
実
寺
縁
起
絵
」
の
制
作
」（『
続
日
本
絵
巻
大
成　

桑
実
寺
縁
起
』
解
説
、

中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）。

（
39
）�

沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
『
藤
氏
家
伝
―
鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝
注
釈
と
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。

（
40
）�

野
村
育
代
「
大
姫
・
乙
姫
考
」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
中
世
社
会
史
』
同
成
社
、
二
〇
一
七
年
）。

（
41
）�『
戦
国
の
城
―
安
土
城
へ
の
道
』
安
土
城
考
古
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
、
図
版
34
。

（
42
）�

松
下
浩
「
東
家
所
蔵
「
江
州
蒲
生
郡
下
豊
浦
村
与
須
田
村
山
論
立
合
絵
図
」」（『
織
豊
城
郭
』

二
号
、
一
九
九
五
年
）。

（
43
）�

前
掲
注
（
6
）
鈴
木
論
文
。

（
44
）�

角
田
文
衛
「
天
平
感
宝
元
年
聖
武
天
皇
勅
書
考
証
」（『
律
令
国
家
の
展
開
』
角
田
文
衛
著
作

集
第
三
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
）。
初
出
一
九
三
九
年
。

（
45
）�『
大
日
本
古
文
書
』
三
、「
聖
武
天
皇
施
入
勅
願
文
」
二
四
二
頁
。
こ
の
文
書
は
鎌
倉
時
代
の

写
し
と
み
ら
れ
る
。

（
46
）�『
安
土
城
・
１
９
９
９
』
安
土
城
考
古
博
物
館
、
一
九
九
九
年
、
六
六
頁
。
下
豊
浦
・
上
豊
浦
・

常
楽
寺
・
小
中
・
慈
恩
寺
・
香
庄
の
地
域
を
描
い
て
い
る
。

（
47
）�『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
一
、
第
二
編
寺
院
領
豊
浦
庄
項
、
蒲
生
郡
役
所
、
一
九
二
二
年
。

（
48
）�『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
延
徳
三
年
九
月
十
八
日
、
十
月
一
・
二
十
七
・
二
十
八
日
条
。

（
49
）�『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
延
徳
三
年
十
月
二
十
八
日
条
。

（
50
）�『
安
土
城
・
１
９
９
９
』
安
土
城
考
古
博
物
館
、
一
九
九
九
年
、
六
四
頁
。
前
掲
注
（
42
）

松
下
論
文
。

（
51
）�『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
享
元
年
十
月
二
十
四
日
条
。

（
52
）�

観
音
正
寺
・
桑
実
寺
建
物
の
比
定
は
、藤
井
恵
介
氏
の
御
教
示
を
得
た
が
、不
正
確
な
描
写
で
、

建
物
を
確
実
に
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
53
）�

前
掲
注
（
９
）
亀
井
著
書
。「
宗
吾
大
草
紙
」（
群
書
類
従
二
二
輯
武
家
部
）
六
〇
六
、六
一
一

頁
。
瀬
田
勝
哉
「
公
方
の
構
想
」（『
洛
中
洛
外
の
群
像
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）。
二
木

謙
一
「
偏
諱
授
与
お
よ
び
毛
氈
鞍
覆
・
白
傘
袋
免
許
」（『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
五
年
）。

（
54
）�

拙
稿
「
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
描
か
れ
た
将
軍
の
行
列
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
五
七
、�

二
〇
一
六
年
）。

（
55
）�『
年
中
行
事
絵
巻
』
日
本
絵
巻
大
成
八
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
。

（
56
）�『
延
喜
式
』
下
、
弾
正
台
、（
神
道
大
系
古
典
編
十
二
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
三
年
、

六
一
四
頁
）。

（
57
）�「
江
州
於
桑
実
御
台
様
む
か
へ
ニ
御
祝
目
六
」
国
立
公
文
書
館
蔵
写
本
、
請
求
番
号
一
五
三

―
〇
二
〇
五
。

（
58
）�

拙
稿
「
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
注
文
者　

近
衛
氏
の
生
涯
」（『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
紀
要
』
二
三
、二
〇
一
七
年
）。

　

本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
出
光
文
化
福
祉
財
団
調
査
・
研
究
助
成
を
受
け
た
成
果
で
あ
る
。

（
史
学
科
博
士
課
程
後
期　

２
０
１
７
年
修
了
）

T
he them

e of T
he “ K

uw
anom

i-T
em
ple Picture Scroll”

( K
uw

anom
i-T
em
ple Em

aki)

K
O
T
A
N
I Ryoko

［Abstract

］The “ K
uw

anom
i-T
em
ple Picture Scroll” ( K

uw
anom

i-T
em
ple 

Em
aki) is depicts the story of the K

uw
anom

i-T
em
ple beginning.  T

his 
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Picture Scroll w
as m

ade to order by Yoshiharu Ashikaga the shogun 
of the A

shikaga shogunate in 1532 year.
A
t that tim

e, he had taken refuge in the K
uw

anom
i-T
em
ple for vassal 

rebellion.  So the prior studies thought this Picture Scroll them
e is the 

defeat of the vassal rebellion.  But by the tim
e of m

ake Em
aki, 

Yoshiharu had already reconciled w
ith the enem

y.  So, this paper 
w
ants to review

 the subject m
atter.

T
he T

enchi-Em
peror’s fourth daughter falls sick in the capital of 

Shiga in this Em
aki story.  T

hen, the Tenchi-Em
peror builds a tem

ple, 
and he com

m
anded to pray to m

onk-Jyoe for his daughter.  T
hen the 

Yakushi-T
athagata (T

he T
athagata w

ho cures disease) em
erges from

 
the lake, and his daughter’s illness w

as healed.  H
ow
ever, Tenchi-

Em
peror did not go to the tem

ple.
A
fterw

ards, the Y
akushi-T

athagata flew
 to the east.  A

nd 
YakushiT

athagata got to the K
uw

anom
i M
ountain.  T

he footprints of 
the Y

akushi-T
athagata now

 rem
ain on the rocks.  But the M

oon 
Buddha and the Sun Buddha, the T

w
elve Gods, did not com

e w
ith the 

Yakushi-T
athagata.  T

hey are vassals of the Yakushi-T
athagata.  T

he 
m
onk- Jyoe built the tem

ple on the K
uw

anom
i M
ountain for the 

Yakushi-T
athagata.

Several decades later, the fourth daughter of Tenchi-Em
peror becam

e 
Em
peror.

H
er nam

e w
as G

enm
ei-Em

peror.   G
enm

ei w
ent to the K

uw
anom

i-
tem
ple and w

orshiped the footprints of the Yakushi-T
athagata.  T

hen, 
tw
o pheasants flew

 in.  T
hey w

ere incarnation of M
oon and Sun 

Buddha.  T
hen, the M

oon and the Sun Buddha, and the T
w
elve Gods 

cam
e to the K

uw
anom

i-T
em
ple.  T

he K
uw

anom
i-T
em
ple is com

plete 
and the story ends. 
Tenchi-Em

peror is the m
asterm

ind w
ho does not go to the tem

ple, 
only by doing the instruction in this story.  But the fourth daughter 
G

enm
ei-Em

peror goes to K
uw

anom
i-T
em
ple from

 the distant capital 
city.  T

hey are ancient people, and this story is an old T
ale.

T
he m

inister K
onoe-H

isam
ichi instructed to m

ake “ K
uw

anom
i-

T
em
ple Picture Scroll” to D

octor-Jyuchiin in the year 1532.  H
ow
ever, 

he did not go to the K
uw

anom
i -T
em
ple.  Instead, he sent the D

octor-
Jyuchiin to the K

uw
anom

i-T
em
ple.  H

e consulted w
ith shogun-

Yoshiharu about m
aking “ K

uw
anom

i-T
em
ple Picture Scroll”.  W

hen 
the “ K

uw
anom

i-T
em
ple Picture Scroll” w

as com
pleted, the m

inister 
show

ed the Picture Scroll to his fifth daughter.
T
he fifth daughter of the m

inister- K
onoe from

 the capital of K
yoto 

com
es to the K

uw
anom

i-tem
ple, and she w

as m
arried Yoshiharu-

A
shikaga w

ho the 12th shogun of the A
shikaga shogunate at 1534 

year.  M
any retainers cam

e w
ith her.

T
he em

peror- Tenchi is the m
inister -K

onoe.  T
hey are fathers, and do 

the first instruction,but not go to the tem
ple.  T

he m
onk- Jyoe is 

D
octor-Jyuchiin.  T

hey are the executor in this m
arriage story.  

G
enm

ei-E
m
peror is m

inister- K
onoe’s daughter.  T

hey are both 
younger sisters and go from

 the distant capital to the K
uw

anom
i 

T
em
ple.  W

hen they com
e, K

uw
anom

i T
em
ple is be perfect.  T

he 
m
inister- K

onoe w
anted his daughter to m

arry the shogun- Yoshiharu 
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by her ow
n w
ill.

T
he them

e of this Picture Scroll is the m
arriage of the shogun-

Yoshiharu and the m
inister- K

onoe’s daughter.

［K
ey W

ords
］K

uw
anom

i-T
em
ple, Y

oshiharu-A
shikaga, K

onoe, 
Em
peror, m

arriage


